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我が手に国のまほろばを !
備陽史探前の曇1泊旅行婦訪コース予定(雨西の場12日目を彗平変更します)

福山駅北□集合
福山駅北□出発
福山東 IC着
竜野西SA着
竜野西SA発
香芝SA着
香芝SA発
大和郡山 IC着
筒井順慶墓着
筒丼順慶墓発
慈光院着
慈光院発
大納言塚着
大納言塚発
永慶寺着
永慶寺発
郡山城 卿沢神社・逆さ地蔵・柳沢文庫)着
郡山城発
売太神社着
売太神社発
稗田環濠集落着
稗田環濠集落発
額安寺着
額安寺発
額質寺五輸石塔群 (鎌倉墓)
額安寺五輸石塔群 (鎌倉墓)
額田部窯跡着
額田部窯跡発
比売久波神社着
比売久波神社発
島の山古墳着
島の山古墳発

橿曇喜喜撃群奏需需層唇協語莫
千輪荘着
入浴
夕食
就寝消灯

《宿舎》
『橿原市サイクリングターミナリし千輸荘』
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一
―ンス 》
5
0
5
0(トイレ休憩。すぐに出発 )
5
5(トイレ休憩。すぐに出発 )
5
5
5(足立捷一郎さん合流 )
5
5(抹茶をいただいたあと拝観 )
5
0
5(こ こから郡山城までは徒歩で移動 )
5(山門だけ見学 )
5
5(やや遅い昼食弁当はここで )
5
0
0
5
0
0(本堂修復中。宝物庫を拝観 )
0
0
0
5
0(大和郡山市はここで最後 )
5(場合によつては省略。川西町 )
0
5(場合によつては省略。川西町 )
5
5(特別展開催中。橿原市)
0
0
0
0(20:30ま で)
0

着
発

〒634-0826
奈良県橿原市川西町 855-2
TEL0 7 4 4-27-3196
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≪ 2日
起床
洗面
宿舎前集合
新沢千塚古墳群着
千輸荘着
朝食
宿舎発
飛鳥駅着
越岩屋山古墳着
越岩屋山古墳発
飛鳥駅着
国立飛鳥歴史公園館駐車場着
高松塚古墳壁画館着
高松塚古墳壁画館発
高松塚古墳着
高松塚古墳発
中尾山古墳着
中尾山古墳発
飛鳥歴史公園館着 (トイレ休憩)
飛鳥歴史公園館発
吉備王の墓 (猿石)着
古備王の墓 (猿石)発
欽明天皇陵着
欽明天皇陵発
鬼の雪隠 につちん)・ 鬼の俎 {まないた)着
鬼の雪隠・鬼の俎発
亀石着
亀石発
橘寺着
橘発発
川原寺跡着
川原寺跡発
石舞台古墳芝生広場着
石舞台古墳芝生広場発
石舞台古墳着
石舞台古墳発
岡寺着
岡寺発
酒船石着
酒船石発
伝飛鳥板蓋宮跡 にんあすかいたぷきのみ働着
伝飛鳥板蓋宮跡発
飛鳥寺着
飛鳥寺発
飛鳥座 紡すかにいま動神社着
飛鳥座神社発
飛鳥水落遺跡着
飛鳥水落遺跡発
甘橿の丘上着
甘橿の丘発
雷 (いなずち)交差点発
近鉄畝傍御陵前駅近く着
法隆寺 IC着
香芝SA着
香芝SA発
三木SA着
三木SA発
福山東 IC着

ス 》
(シーツをたたむ)

(千輪荘の裏山)

(ここから明日香村の史跡探訪 )

(バス乗車県道下車。以下は徒歩 )

(バス乗車)
(昼食弁当はここで )

(バス乗車 )
(パス下車県道下車。以下は徒歩 )

(時間によつては省略 )

(バス乗車。帰路へ )
(足立捷一郎さん下車 )

(トイレ休憩。すぐに出発 )
(夕食休憩 )

目 の  日
―
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★簡丼爾議菫所
(つつtlじゆたけtiぼしょ)
大和郡由市長安寺簿にある国重要文イヒ財「 五

輪搭覆堂」が順慶の鍵所である。
順慶は天正 12年 (1584)3月 11日郡山城中
で没した。年36歳。順慶の遣骸ほはじめ密な
に奈良林小路の円証寺に葬られたが、のち遺骸
を掘り起こt/、 盛大な葬儀の後、長安寺墓所:こ
葬られた。奈良の伝香寺を「位牌堂」と呼ぶの
に対し、長安寺町の墓所を「御廟所」と呼ぶ。
覆堂ほ露盤銘により天正 12年 :158尋 前後の
造立とわかる。内部の五輸搭には「順慶陽舜房
法印三十六歳、天三十二年甲申八汚十一日子時
入減」また焼内の石灯籠の等に1ま「天二十三年
乙百八月十一日Jと陰刻してある。
建物は宝彫造り、方 1譴の柱の鶴に貫を渡じ
て板塔婆を目透かしに釘付け、内法長押 像げりは
連子窓とし、軒|ま 1軒、疎極総額うだるむ、本瓦葺
の屋頂に宝珠、露盤をおしヽている。覆堂とはしヽ
いながら、実際には本格的な建物で、天正12
～13年ごろ五輪婚と同時態に建立されたもの
こ者えられる。
石灯籠は18臣達ガ順慶の墓所ガ破損し、荒れ
果てていたことを憂しヽて 1周忌に石灯鍵を建立 《(上)箇井順慶の墓舞五輪壕こ石爆籠
し、修理した事が古文書に書き記されている。 (下)五輪塔覆堂 (国重文)》

薄
、ヽ・，』き
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☆簡丼順慶 りついじゅ九けιり
筒丼氏の出自は必ずしも明らかではなく、
管原氏 。大神氏・藤原氏等諸説があるが、
森屋神社 (磯城郡田原本町蔵堂、村屋神社)
を中心とした森屋党の森屋筒丼が出自では
ないかといわれている。その出自ガ明確で
ないのは、中世動乱期に台頭してくる豪族
の常であるが、筒丼氏の場合はかなり早く
から (おそらく平安末期ごろ)興福寺の寺
中衆徒こなつたことにもよるともいわれる。
筒丼氏は鎌倉末期から室町初期ごろに、
筒丼の地を根拠としてしだいに頭角を表し、
近隣の弱小豪族を糾合して党を組み力を蓄
え、さらに南北朝期一乗院と大乗院との抗
争に乗じて勢力を伸ばしたという。また、
室町幕府は筒丼氏を衆徒の棟梁として「 官
符衆徒」とみなし、南朝の余党に当らせた
ため大和国で南朝方の越智氏と争うここと
なつた。この戦いを「 永享大和の合戦」と
いう。当初、越智氏に敗れるが、その後幕
府の援助にも助けられて勢力を盛り返した。
筒丼氏もまた他氏と同様に惣領争いを経た
り、河内畠山氏の内証 惚にうに関わるなご
盛衰を繰り返しなガら勢力を拡大していつ乙

は
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《筒丼順慶画像 (左)と花押 (右 )》
順慶は、父順昭、母は大仏再興に功績あつ

た山田道安の妹の長男として天文 18年 (1549)3月 3日生まれた。幼名は藤勝、のち藤
政、得度して陽舜坊順慶こ称した。天文 19(1550年 2歳の時、父順昭が早逝し、家督
を継いだ。叔父順政、生母の大方が後見となり、一族重臣も一致協力、順慶を補佐じ盛
り立て大和統一の業を成させたとしヽう。
なお、「元の黙阿弥」という諺の語源は、順慶の父順昭の遺言より発したといい伝え
られている。すなわち、順昭の病死を秘して顔や声のよく似た本阿弥という盲人を替え
玉とした。3年後 (―説に順慶の成人後)にその死を公表、本阿弥は不要となつて再び
市丼の人に戻されたという話から出たものである。
順慶ガ家督を継いだころは室町幕府の弱体イしによる政情不安を大和も受け、松永久秀
の侵入を受けるなど国内の平定に腐心し、のち織田信長の助力を受けて天正元年 {1573)、
12月多聞山城に松永久秀を破り大和を平定した。その後久秀は天正5年 (157動 再度信
貴山城にこもり反旗をひるがえすが、これを攻めて減亡させた。
織田信長の上洛後、順慶は信長に忠誠を誓い、母親と重臣の向丼、丼戸の両人を人質
として送り、信長もそれに応えて信長の女とも妹ともいわれる女人を順慶に要らせたこ
いう (天正 2、 3年ころ)。 信長の信頼は厚く、盟約も固いものであつたようである。
このころ石山本願寺こ石山合戦ガ始まり、順慶も信長方の先鋒として大和の国人を率い
て参戦しており、この合戦で大和守護についていた塙 はなわ)九郎左衛門、原田備中守直政
をはじめ織田方武将の多くガ討ち死にし、その結果順慶は信長の代官として大和を自分
の勢力園とすることガできたとしヽわれる。
信長は中世封建制に基づく秩序を解体し、新し<近世封建制の確立を目指して当時の
言葉で「城割」「指出」と呼ばれた政策を大和でも押し進めたため、各地の城館、山城
の破却、各勢力の所持する不動産の高ガ明らかとなり、大和にも近世封建制ガ進む基と
なつた。順慶も信長配下こして、それまでの筒丼城を破棄し、郡山城に入城する。



天正 10年 (1582)6月 2日早朝、明智光秀の謀反により信長は京都本能寺で倒される。
のちの豊臣秀吉すなわち羽柴秀吉は、同年備中高松で毛利氏と交戦中であつたが、和議
を整え31き返し、京都山崎で明智光秀こ戦つて大勝利をおさめた。この時順慶は両軍か
らの助力を請われるが、順慶は光秀の子を養子に迎えるなどの縁もあり、当初光秀方と
みられていたが、山城八幡山洞ケ峠 億らがこう瞬に陣を張り動かず、合戦の戦況を見極めた
後、明智勢の敗戦濃厚こなつてから秀古方に加担したとしヽわれ、後世「順慶流日和見主
義」とか「洞ケ峠を決め込む」などといわれるようになつた。
しかし、事実は違つていたようである。本能寺の変後の正確な情報の入手の遅れ等に
より、家中の意思統一が遅れている間に秀吉の軍勢は東進し、6月 13日に山崎の戦い
で光秀を破つてしまつた。あまりの速さに筒丼の態度表明が遅れたのが実情といわれる。
同月 15日に1よ順慶自身、千人の軍勢を31き連れて駆けつけたという。この時秀吉から
日和見的な態度を曲事と叱責されたが、のち許され大和一国を安堵された。その後順慶
は秀吉に従い各地を転戦し、筒丼の名を高めた。筒丼本宗家の家系は次の通りである。
筒井順覚一順弘―順永一順盛一順興一順昭一順慶一定次 (改易後切腹、断絶)

★慈光院じこうt■ )
臨済宗大徳寺派、山号は円通山。
寛文 3年 (1663)、 小泉城主片桐貞昌
餃ぎりさ献むガ父貞隆の書提を弔うため、
京都大徳寺の玉舟ほよくしゆ〕を開山に招
じて創建した寺である。片桐貞昌は、
片桐且元 けつもこ)の甥で、茶道石州流の
祖こして知られ、寛文5年 (1665)には
4代将軍徳川家網の茶道師範こなつた。
寺としてよりも大名茶人好みの書院
・茶室と、大和平野を借景とした庭園
で有名である。入母屋造、茅葺きの素
朴なたたずまいをみせる書院の内部は、
上の間 。中の間・下の間からなり、上
の間は大名、中の間は家老・住職が席
を占めることになつていたという。書
院の北東隅にある茶室は、二畳台目の
本席に、二畳の控えの間付さで、主人
床の席として知られる江戸中期の代表
的な茶室である。書院の縁先にある「角

"り

ばらず」「独座」「女り)の字」と名
付けられた三つの手水鉢 佑ようずばりも名
高<、 書院・茶室は国重要文化財に、
手水鉢も付指定となつている。
書院の庭園は枯山水だが、石組を用
いず、白砂を前にした大刈込みを配し
ただけのものである。大和盆地を一望
に収める雄大な借景が見事で、いかに
も大名茶人の庭園らしい風格があり、
国の史跡・名勝に指定されている。な
なお、寺の楼門は片桐且元の居城した
茨木城 (大阪府)の城門を移したもの
である。
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《慈光院》

《慈光院茶室》



★慈光院庭園骸めt耽ていえ‖
慈光院の庭園は、片桐貞昌ガ構えた革庵の書院の側に薄洒 修ようし0な数奇屋があり、そ
の東から南前面に展開している。

表門から茨木門 (中門)、 さらに玄関、庭門、書院南縁前面に終る畳石道の構成は、

付近から産出した素朴な石を用いていながら15妙に仕上げられている。
庭園のうち南面は緩い勾配 にうば鋤で隆起し、そこを雄大なつつじの大刈込ガ覆つてい
るガ、その間に捨石の姿が点在するこころをみると、普は枯山水の石組の下草的に植栽
されたものが、生長しすぎて現在の姿になつたものこ思われる。
また東側の平庭の先端に低いull込生垣を設けたのは、その前面の地形ガ低く傾斜して
いて、前方には農村風景が展開しており、その向こうには奈良の東山連峰ガ望まれる、
すばらしい借景庭園としての効果を計算しての設計である。
国史跡および国名勝に指定されている。

墓 地
TOMB

慈光院庭園実減1図

＼
略ビ
ヽ
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★慈光院茶皇傷こういたちやし粉
慈光院|ま寛文 3年 (166勢 にまず書院 (方丈)が建
てられ、寛文 11年 (1671)に茶室が造られた。現在
本堂1ま失われたが、書院・茶窒ならびに庭薗が1まこ

んごその当時のまま残つている。
茶室1ま 2畳大翻で、東に蒲El(りんこう、踏みEl)を
開き、南に茶壼に接して2畳 2畳の間がある。簡□
を入ると大目溝が見え、その奥:こしヽわゆる亭主床ガ

ある。2畳この境は襖31き違いで、襖を取り払うこ
2畳槽伴席となる。
この茶室iま警院の東北に附掘しており、書院の北

側の縁から直接茶道□にに通じるようになつている

が、もと|ま茶道Elの外に勝手・水屋が付いてしヽたこ

考えられる。
石州は京都や小泉の屋敷にいくつかの茶室を造つているが、

院茶室ガその好みを伝える畦―の遺構である。

★賦胴石州 (鯉ぎ尋せきじゆう)
江戸時代前期の大和国小泉藩主、茶道石州流の開

祖。幼名長二郎、のちに貞俊、さらに貞昌こ改め、

宗関こ号し、浮瓢軒と称t/た。
慶長10年 (160騎、撥津国に生まれる。父iよ貞隆、
母1ま天野氏。寛永元年 (1624)従五位下石見守 (「石

州」1まこれによる)を任官、寛永4年 缶62η 遺領を
つぎ小泉藩主こなつた。縛命によつて京都の知思院
の諸堂再建につこめ、また関東命郡奉行をつこめた
り、水損地の実構調査に従事したこともある。
石州は茶道を桑由左近宗仙に学び、寛文5年 0660
4代将軍徳,ii蒙網の所望によつて、江戸城御数奇屋
におしヽて点茶を将軍に献じ、かつ将軍家の茶器を鑑
定した。以後寛文8年 (1660に職を辞すまで、将軍
家の茶道宗症をつとめた。このことによつて、村田
珠光・武野縮鴎・千利体・古翻織部・小堀遠州こ数 《片桐石州画像》
えられる茶道六宗匠の一人となつた。
彼は絵にもすぐれた文化人であつたから、茶道宗匠としても大きな影響力をもち、や
がてflb台僣達を1まじめ、会津松平・信発田溝Elなどの大名を石州流にイじせじめるに至つ

た。石州の制定した「石州三百ケ条」は同流の晴天であり、寛文 5年将軍献呈の節に石
州ガこれを茶湯覚書きとして止申したものこされてきた。しかし、「 無住炒」前書など
|こよつて考えると、この三百ケ条は千利休から千道安を経て桑山左近に伝わつた茶の湯
を、石州が随時記録して置いたものをもこにして、それを高弟桑山可斎と大渓宗悦が含
議によりまとめたものである。
のちこの石州流から宗源派・清水派・鎮信派・野□派 。大IIl派・大渓派伊佐派・不昧
派などが分流した。そのため三百ケ条も各分派独自の解釈によるさまざまな展開をとげ
た。この石州流iま諸大名やその家臣たちの武家社会に流行したため、武芸諸流こ同様に
印可証明を与えられたものは伝授権をもあたえられ、近代に至るまで、千家流のように
伝授権を独占した家元制度社会を構成することはなかつた。
石州1ま茶人として大徳寺の玉室和尚に参禅氏、道称の法名を与えられ、同寺内に高林
庵という一寺を建立した。延宝元年 (1673)小泉で没した。69歳。高林院に葬られる。

《慈光院茶室》

すべて失われ、この慈光

片
桐
石
州
慈
像
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原
信
充
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像
集
し
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☆片胴ほとJl泉藩 (がだりしとこtずみは帰
片桐氏は清和源氏を称し、一説には信濃国伊
那郡の出身とも伝えられる。直貞のころには近
江の浅丼氏に属しており、その子且元 佛つもり。

貞隆は豊臣秀吉に仕えた。
①大和国竜田藩主の且元は文禄 4年 (1595)大名
こなり、大坂の陣後4万石で大和竜田に住した。
寛永 15年 (1638)且元の子の孝利に子が無かつ
たので、弟の為元ガ跡を継いだが、この時一万
石に減封された。元禄 7年 (1694)貞 就の死去に
より無嗣絶家となつた。
②大和国小泉藩主の貞隆は関ケ原の戦いののち、
徳川家康から一万石を与えられて大名となり、
大和小泉に住した。元和元年 (16191万 6400
石に加増される。子の貞昌 (石見守)は茶道 0

花道にすぐれ、石州流の祖となる。代々柳間誌
で、貞篤のとき明治維新となり、明治 17年 (18
84)貞健の時、子爵を授けられる。
小泉藩は、大和国小泉 (奈良県大和郡山市 )
を藩庁とした外様藩である。藩祖は片桐且元の
弟貞隆で、関ケ原の戦後、豊臣秀頼から大和に
5700余 石を加増されてはじめて万石の列に
加わり、大坂冬の陣の半年前、河内・摂津に5千
石を加えられて 1万 5千石余を領した。大坂落城後、江戸幕府から所領を安堵され、元
和9年 (1623)小泉の地に陣屋を構えて摂津茨木から移り、小泉藩の成立をみた。寛永4
年 (1627)その子石見守貞昌が家督相続の際、弟貞晴に3千石を分知した。貞昌は宗閑と
号し、石州流茶道の祖こして有名で、寛文3年 (1660陣屋の近くに慈光院を建てている。
3代貞房のとき、事あつて与力給 1358石 余ガ召し上げこなり、藩領は大和の6千
石余のほか、河内・和泉・摂津・山城に散在して、つごう1万 1千石余となつた。以後、
貞起・貞音 。貞芳・貞彰 。貞信 。貞中・貞照こ相継、11代貞篤のとき、明治4年 i1871)
廃藩置県。いつたん小泉県となり、奈良県に統合された。

★六副郡出の古墳
(やまとこおりやまのこ

`lた

)

①椰山新木山古増にうりやま鯰や記競)
別名、丸山古墳ともいう。大和郡山市
新木町に所在する南向きの前方後円墳。
平坦地に位置する古墳の中では大形の
もので、全長 122.5m、 後円部径67
m、 前方部幅75mをそれぞれ計測する。
墳丘周囲には馬蹄形の堀ガ認められる。
現在、墳丘の北西に県道ガ通り、この部
分が破壊されている。
墳丘部分は、宮内庁により郡山陵墓参考
地として管理されている。そのため埋葬施
設、遣物等については全く不明である。

《郡山新木古墳》→
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②」l泉六燿古墳 (こいずみおおつなこ61た )
大和郡山市小泉町大塚にある。矢田丘陵の東南部の北東にのびた尾根上に位置する西
面する前方後円墳である。
墳丘全長約 80m、 前方部の幅約40m、 同高約 2m、 後円部の径は 50m、 同高約
7m。 埴輪や葺石の外部施設はない。現在、宅地開発により前方部こ後円部の周辺が採
土され、円墳のような見かけになつている。
昭和 37年 (1962)の発掘調査の時、後円部頂に断面が合掌形の竪穴式石室ガ検出され
た。出土遺物としては内行花文鏡 2面・獣帯鏡 1面・剣 1□・鉄小刀 1□・刀子 2・ 錨
1・ 墾 働閉 1・ 短冊形鉄斧 1・ 土師器壺が出土している。出土遺物から4世紀前半の築
造と考えられ、大和郡山市内では最も古い古墳であり、矢田丘陵では数少ない古墳時代
前期の古墳として注目されている。
なお、『大和名所図会』には「 赤梼 化ヽちの墓小泉村にあり、赤梼は物部守屋を射たりし
人也Jとあつて、この古塚ガ赤檬の墓と伝えられていたことがわかる。
③」l泉■燿古壌 くこいずみきつねブオこJlた )
大和郡山市小泉町狐塚に所在。矢田丘陵
の位置尾根の先端に位置する円墳である。

基底部と側壁石から、石室の全長 9。 2
m、 羨道部長4,2m、 幅 1,2m、 高さ1.4
m、 玄室長4,8m、 奥壁部幅 2.2m、 現
存高2,2mと確認されている。
出土遺物としては鏡 10金環4個・須恵
器高不 3・ 蓋不8・ 短頸壺 1・ 轡 Kつ粉金具
片等があり、おびただしい骨片や骨灰、歯
なども出土した。また、富寿神宝 (皇朝十
二銭の一つ)6個が混在し、のちに墓地と
して石室内が再利用されたことがわかつて
いる。この古墳は出土遺物から古墳時代後
期6世紀後半の築造こ考えられている。
③六菫山古墳 (ろくどうやまこふた)

《小泉狐塚古墳の墳丘と石室》

大和郡山市小泉町六道にある。矢田丘陵の南東裾部、北西から南東方向にのびる丘陵
端に立地し、前方部は北西を向いている。墳丘の主軸全長は約 100m、 後円部の径約
75m、 高さ約 14m、 前方部の幅約 50m、 同高約8mの後円部 2段築成の前方後円
墳であるが、前方部が短いので帆立貝式古墳とする説もある。埴輪や葺石は確認されて
いない。築造は古墳時代中期 (5世紀初め)と考えられている。また、六道由は慈光院
のすぐ南にあるで慈光院山ともいわれている。この古墳も前方部が駐車場と化し、見か
けは円墳のようになつている。
なお、明治 26年 (1893)の『大和古墳墓見取図』には、この古墳について「 古墳墓反
六畝廿五歩 (800ぶ ) 宮有地」こあり、また「官林 高三間 (約 6.3m) 根廻り
五十五間 (約 99m)」 とある。
③額田■■燿古墳 《ぬオたへきつねつがこElた )
額田部南町に所在する前方後円墳。平坦地に造営されて周濠があつたと思われる。
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1.額田部狐塚古墳  2.松山古墳 3.来迎墓ノ間古墳群

5.島 ノ山古墳 6.寺 ノ前古墳 7.11-A-9 8高 山古墳
10.城山古墳 H.丸山古墳 12.駒塚古墳 13.瓦塚古墳
14.笹尾古墳 15。 小泉大塚古墳 16。 六道山古墳

4.上窪田古墳群

9.河合大塚山古墳
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墳丘は金長約 50m、 前方部の幅約 3 6 rTl、 後胃部の径約 26,5m、 同高5.5mで
あり、また、円筒埴輪列が確認されている。
昭和41年 {19601月の発握調査で1よ後霧部に2つの本檀が確認された。その 1つ :こ
冠帽こみられる金鏑片こ、それに付藩したガラス玉や、琥珀玉と銀製中空玉こが交互に
連絡した頭飾、銀製中円玉のみの頭飾、鏡、直刀、環頭剣、接甲、馬具等が出上した。
もう一方の棺からは管玉、銀環、約50あまりの長頸式の鉄鏃が一括して埋められてい
るここガ鴫らかになつた。
両棺とも黒青色の粘土上に置かれており、棺上は黄褐色粘土をもつて覆つてあり、黒
書色粘土、黄掲色粘土の状態からみて同時埋葬考えられる。この古墳|よ出土品なごから
みて6世総前半の築造こ推定されている。

★六納吉塚ばいだたブ瀞
大統言塚とは、大和郡山市箕山町1こある
市指定文化財の豊薇秀長の菫所のことであ
る。秀長は天正 19年 (1591)1月 22日、
郡Ib城中で没し、遺骸はここに葬られた。
当機、大統言塚は東南の逓地「芦ケ池』
畔に豊臣秀吉により建立された「禅寺山大
光院」が秀長の書機寺となり、その機理を
行つてしヽた。大光鶴は豊要家減亡後、もこ

秀長の家籠藤堂高虎の手により京都大徳寺
の措頭とL/て移され、塚は荒廃の極みとな
つてもヽたが、元和五年 (1619ころに供養擁
のみが建立された。
秀長の位牌は東光院に託され、秀農の法
名により春岳院と改められて、位牌所薔提
寺とt/て秀長の書機を弔つてもヽる。審轟院
には豊臣秀長の肖像画を始めとする関係古文書多数が伝わるが、大納言塚の保護にまで
は手がおよばなかつたか、江戸の中期に「春岳院栄隆法師」の発起により、爾来20年
余の歳露こ2代の住職、霧衆らの尽力:こより安永 :1777)6年修築整備が完成し、今に伝

☆塁腱奄檬によとみひてな鱗
豊臣秀長は、織薔信長の茶坊主をしていたとも
いう。父竹阿爾こ秀吉の母なかの子として天文9
年 (1540に生まれ、初め小―郎長秀と名乗り、の
も:こ秀長と改名した。異父見秀吉の片擁として各
地に転戦し、秀吉と家臣団の伸立ちこなつて豊臣
家臣団の儀頼篤く、家臣から慕われてしヽたという。
また各大名この外交交渉、奪資金調達等、秀なの
全国平定は大きく寄与し、徳川家康、大友宗麟、
毛利、吉川、小早川等の諸橋も郡山を訪れるなど、
名寧相として敬意を1まらわれた。
さらに郡由城下の発展にも力を注ぎ、奈良での
各種の商いを禁じ、郡山城下での商いのみ許可し、

「箱本十二町」の元となる制を認めるなど、城下
の賑わしヽ:こ意を注しヽだ。家種にはのもの徳:::鶏 :こ
も名を残ず、藤堂高虎、小堀新助正次等の名がみ
える。

■
ニ
■
■

《大納言塚》

《豊臣秀長画像》



秀長は天正 18年 (1590)小田原征伐の頃より健康を害した。同年 10月 19日 、秀吉
が自ら見舞い、奈良中の社寺に病気平癒を祈願させたが、その甲斐もなく天正 19年 (15
91)1月 22日城中で没した。享年 52歳。秀吉の落胆は大きく、のちの豊臣政権の姿を
みるとわかるように、政権内での秀長の重要さがそのまま豊臣政権の消長に大きく影響
したといわれている。

法名は「 大光院殿前亜相春岳紹栄大居士」。秀長には嫡子がなく、三好吉房と秀吉の
姉ともの子、関白秀次の弟、秀保を養子として跡目を継がせた。秀保は秀吉から所領を
安堵され、天正 20(1592)年権中納言となつた。家老桑山一庵法印、藤堂高虎等の補佐
により善政をしいたとしヽうが、惜しむらくは文禄 4年 (1595)4月早逝した。享年 17歳。

☆ 近 世 LtA前の 六 耐 郡 山 は たせttWたのやまとこおりやま)
大和郡山市は奈良盆地の北部に立地し、
北から東は奈良市に、南東は天理市に、西
は生駒市と生駒郡斑鳩町 。安堵村、南は磯

城郡川西町に接している。西ノ京丘陵の南
端に構築された郡山城を中心とし、南流す
る佐保川・富雄川の流域に開発された地域
である。

現大和郡山市の市街地は、古代の平城京

朱雀大路を南下した羅城門前、典薬寮 (薬

草園=薬園)の地であつたと伝えられる。
平城京の遺跡こして東市 (奈良市)ともに
大和郡山市内に日本最初の官営市場、西市
があつたと推定されている。
また、薬園 (矢興、野興とも表記)は古
代、ヤコウと称し、中世郡山衆の中にもそ
の名ガうかガええる。郡山城天主台北側の

左京堀は、南京極道路南側の堀跡、東奈良
□町 。西奈良□町・観音寺町は平城京右京

《平城京西市跡の碑》

―坊大路の名残、また九条町1ま平城京西市と伝えるなど、古代奈良の都「平城京」の一

部をも含むといわれている。天平時代には、薬園宮・梨原宮 0殖槻寺・高田寺・観世音
寺・額安寺金剛山寺 。松尾寺などの諸宮、諸寺院ガ建立されており、古代王朝国家この
繋ガリも深い地といわれている。
中世期には南都奈良に接していることにもより興福寺・東大寺・薬師寺等の寺院勢力
の侵蝕を受け、しだいに寺院の荘園こ化していつたようである。とくに平安後期摂関政
治等の影響を受け、藤原氏の氏寺である興福寺の力が強大となり、大和におしヽては公領
ガほとんど姿を消し、寺領荘園となつた。
鎌倉期にいたると興福寺の勢力は一段と強まり、薬師寺でさえ末寺とし、東大寺領荘
園等を侵蝕していつた。鎌倉幕府も大和には守護・地頭を任命できず、興福寺ガ事実上、
守護権を行使するようになる。しかし、やがて建武の親政をへて南北朝期を迎えるころ
になると、興福寺の力がしだいに衰え、衆徒等の中には力を蓄えて独自の行動をとるも
のガ出てきた。
寺門のカガ衰えるのに比例して衆徒、国民、その両方に属さない地侍等ガ実力を蓄え
同族組織の形で共同して事に当ろうとするようになる。これが何々衆 。何々党と呼ばれ
るものである。すなわち郡山衆・法貴寺党・楊本衆・森屋党・八条党・竹田党等ガ初期
の衆党であるが、さまざまな争乱をへて南北朝期になると、これらの衆党は勢力を拡大
しながらより強い衆党に再編される。その後、応仁の争乱に巻き込まれてさらに統合ガ
進み、筒丼党・越智党の二大勢力に集約されるようになる。
そして最終的には天正年間の初め、織田信長の援助を受けた筒丼順慶により大和国は
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筒丼氏の領分こして統一。大和郡由に本城が築城され、大和の政治・軍事の中心地こな
り近世を選えるのである。
時ガ移り本餞寺の変で儀長が倒れた後、豊臣秀吉により饉井氏は大和郡tbから伊賀に
移された。その後へ秀吉の異父弟豊臣秀長が入り、短命であるが大和郡山の祖を築く。
その後は増縮長盛 (ましたな薦嚇ガ入部、江戸時代に入つて空白期間を置しヽて水野勝成 。松平
忠鴫・本多正勝・松平信之 。本多忠平と城主が変わtJ、 享保9年 (1724)堺沢き里ガ雫府
より国替えとなり入城し、以後 147年間明治織新まで柳沢氏の統治が続いた。

★団血颯 におりやまほ〕
郡山城の前身は中世前期に名主層の中
で地待イじした土豪、その中の郡由八幡宮
の氏人衆を郡由衆としヽしヽ、その衆の屋敷
地という。この郡山衆ガ犬伏丘ともいわ
れる現郡山城の立地する丘陵上に、それ
ぞれ屋数を構え、館を築しヽたのが始まり
と伝えられる。
中世の土豪である郡山衆の「中殿・辰
8殿・薬園殿 (矢興殿)」 の屋数である三
つの館を核こして、中でも薬機殿の館を

中心とし薬擬 e郡山の両地区を含めて城
地とし、筒丼順慶により築城されたこ伝
えられる。当初|ま本丸と二の丸だけで石
垣は構えず、切り岸こ堀のみであつたよ

うだ。また、二の丸には宿老衆をはじめ、
る。
天正8年 (153鋳 8月、織薔信長の一墨一城令の命によ t」筒丼託の本城である筒井城を
破棄し、同年 11月信長より大和一国を与えられ本格的な築城に取り掛かり、明蟹光秀
の同国見回りを受けて構築を急いだ。天正 11年 (1583)本能寺の変後の4月、天守閣を
急造したと伝えられる。
鐵丼類慶の死後、養子の定次は伊賀へ轟替えこなり、その後へ優馬議轟石から豊臣秀

長が天正 13年 (1585)9月 入部し、大拡張修築をしたと伝える。秀長時代に大拡張が行
われ、現代に伝わる天主台を始め、本丸・毘沙門郭 ,法印郭 (―庵丸)・ 二の丸・キリ
ン郭・緑郭 。玄武郭・五軒屋敷 。三の丸等、内堀の的籠に配置された各郭が秀長時代に

構築されたといわれる。築城は大規模で性急な構築方法で行われたようであり、奈良中
の家並に五郎太石を出させ、その上大寺院にまで手を伸ばし、礎石・庭石を始め多くの

石造物も収奪t/たと伝えられる。天主台やその他の各郭の石垣に平城京羅城Fうの礎石を
始めとして、多くの石地議・五輪塔・庭石 `供養塔等のありとあらゆる石造物が石垣の
用材として使われている。
豊臣氏は紀州根来衆 輸あしゆ〕を壊減させ、根来寺総ごろいの大間を淀川経由で郡山に運
び、郡由城の大手間として移築使用t/たこしヽう。文様4年 (1595)4月 秀長の養子秀保が
没t/、 郵山豊臣家は2代で断絶。鋼年 7月豊鐙政権の五奉行総一人増日長盛 ほしたながも嚇が
入城した。長盛|よ郡山入城の翌年から惣堀の構築にかかり秋篠川の流路を東に変えて佐
保jllに流し、そのjll床を堀として流用するなごL/て外堀を完成させ、郡山城は筒丼順慶
の入城より約20年を経過t/て完成したこ伝えられる。
増田長盛は慶長 6年 (160mの関ガ原の戦いで西軍に味方して没落、その後、郵山城は
徳川氏によつて接収取り壊され、伏見城に移築されたという。ここに郡山城は一たん廃
城こなつて徳;1悔の城番の詰めるこころこなつた。元和元年 (1615)水野勝成が入部し、
幕府の手も加わり修築、再築された。以後松平・本多・松平・本多・機沢こ明治を迎え
るまでつづく。

13

《復元された郡Lb城隅櫓》
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《郡山城主要部》
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★逆地蔵 修がきじぞ〕
郡山城天守台北面の石垣の中に積み込まれた石
造地蔵書薩立像が、逆さに積まれているのでこの

名がある。
地蔵は左手に宝珠を持ち、右手に錫杖を持つて
いる。仏身は約90cmで 、「大永 3年 (1523)癸未
けずのこひつり七月十八日Jの刻銘がある。豊臣秀長が
郡山城を百万石の大名の居城としてふさわしいよ
うに造り替えるとき、石材不足のために運び込ま

れたものと考えられている。
しかし最近では、天守台にわざわざ逆さに地蔵像
を組み込んだのは呪術的な意味があることを指摘す
る学者 (小和田哲男氏等)もいる。 《逆地蔵》

★椰沢文庫伸な誌ねぶ九a
柳沢文庫は正式名を「郡山城史跡・柳沢文庫
保存会」という。
柳沢家からの地所と旧郡山藩の資料の寄附に
よつて設立されたものである。事業目的は郡山
城址管理整備、資料の整理、保存、研究、収集
等とされている。新潟県黒川の柳沢支藩出自の
柳沢保恵によつて開設された私立図書館柳沢文
庫ガ前身といわれ、昭和 35年 10月 10日財
団法人となり初代理事長は柳沢保承氏である。

★ 梅 航 門 は いりたも麟
豊臣秀長時代の大手門 (追手門とも)こ
いい伝われており、現在の建物は昭和58
年 (198011月、発掘調査、史料調査、全
国の遺存城郭テータ等をもとに復元建築さ
れたものである。
梅林門の名の由来は、柳沢氏が甲府より
郡山城主となり入城したことによつて甲府
城にあつた梅林門・松蔭門・松竹門等の呼
びなれた呼称を使つたのが始まりと伝える。
また、城門に柳沢氏ガ「梅林」の名を冠し
たのIま、中国の故事によるという。
秀長時代は惣構えの構築はなされておら
ず、梅林門ガ豊臣氏時代の大手にあたるこ
考えられる。関が原の戦い後、城ガ壊され
た時、大手門も壊されて京都伏見城の再建
資材として運び去られ、元和5年 (1619)11
月、松平忠明ガ郡山城主として入城後、再び幕命により伏見城から移築再建された。
陣甫郭を北上して左に折れ、梅林門前面に達し、梅林門を通り、一庵丸または毘沙門
郭に通じてしヽる。この間はF号の前後に枡形を配している桝形門形式である。なお梅林門
の前から柳沢文庫へ直行する道は、近代になり石垣を破壊して造られたものといわれて
いる。郡山城の建造物で今に残り伝わるものとしては永慶寺の山門ガただ一つといい伝
えられている。

《柳沢文庫》

《梅林門》
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★脚,R神社 伸な詢さじんじ0
城内町本丸跡にある。祭神は柳沢吉保。

旧藩士の手によつて明治 18年 (1880)10
月29日創建された。
本殿は一間社流造、拝殿は割拝殿となつ

ている。拝殿入□の扁額「柳沢神社」の4
字は有栖川宮熾仁 傷りすが加みやたるひひ親王の揮
亀 健ご〕である。
本殿の東側に、最後の藩主柳沢保甲侯の

頌徳碑ガ立つている。 1日家臣ガ保甲侯の誌
徳 軋だ0を偲び明治 30年 (189⊃ に建立した
もので、碑面には藩主はよく民の生育に努
め「仁政また久し」と刻まれている。
この地は台地形をなし、天守台は高く、
東に春日若草の山々、その麓には大仏殿二

月堂を拝み、北には薬師寺の二つの塔ガロ
に入る風景絶佳の地である。

☆椰沢ほ (やなぎわさし)
大和郡山の柳沢氏とは、世に「犬公方」と
いわれた 5代将軍網吉の側用人として老中に
まで出世した、悪評高いあの柳沢吉保を生ん

だ柳沢氏である。

柳沢氏は甲斐源氏の流れといわれる武田お
よび―条両氏の支族で、甲斐国巨摩郡武川筋
の柳沢から起こつたとされる。この武川筋周

辺に勢力をもつ集団を、武川 12騎また時代
によつては武川24人衆ともいわれた。この
中に一条氏の末葉で、青木尾張守信定という

ものがおり、吉保の祖父信俊の時代に故あつ

て柳沢氏を継ざ、柳沢を名乗つたという。こ
の武川衆の中に青木氏 。柳沢氏一族もおり、
武田家武士団の一郡を形成していた。
武田家滅亡後、柳沢氏は徳川氏に仕えた。
徳川氏江戸入府に従つた吉保の祖父信俊は、

徳川氏の領内武蔵の国鉢形今市村で 230石
を知行した。信俊の跡目は長男安吉 (信文)
が継ざ、弟安忠は見安吉に代わつて大阪の陣
に弱冠 14歳で参tllし、将軍秀忠に賞されて
いる。安忠は兄安吉こともに大納言忠長に仕
え、忠長改易後は館林藩主網吉に仕えた。こ

の安忠ガ吉保の父親であり、安忠は網吉の許
で勘定頭を勤めた。

吉保は家督を継いだ当初は保明と名乗つて
いたが、網吉ガ 5代将軍となり、綱吉の信任
厚い保明は 9万 2千石の大名こなつて川越城
主となり、網吉より松平の姓と吉の字を許さ

れ「松平美濃守吉保」と名乗つた。

《柳沢神社本殿》

ギ現

親

ツ
上
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《柳沢吉保画像》



吉保はとかく世評ガ良くなしヽガ、川越城主時代領内に善政をしき、領民から慕われて

いたという。たこえば、武蔵国入間郡三富村 1千町歩を開拓して241戸 の農家を入植
させ、 5年間の税免除を行うこともに、この開拓に重臣自らが住まいして開拓の指揮に
当る等、善政を施したことが三富山多福寺の鐘銘に記されている。

吉保 47歳の時、宝永元年 (1704)12月 甲府城主こなり、 15万 1千石余、実質22
万石の大名となり、宝永 6年正月将軍綱吉ガ死去したことにより6月隠居し、同月幕府
から遺領を安堵され、嫡子吉里に家督を譲つている。

さ里ははじめ越前守 。伊勢守を賜り、のちには従四位下甲斐守に任宮。享保 9年 (1724)
大和郡由に移封される。郡由移封後は禁裏守護の任も申し渡されている。吉里は父吉保
ガ甲斐国山梨郡岩窪村に書提寺として建立した「 竜華山永慶寺」を郡山に移築建立した
という。

永慶寺山門は元は郡山城の城門を移築したもので、大和郡山市の指定文化財になつて
いる。柳沢氏は吉里・信鴻・保光・保泰・保興・保申こ6代の間、 1度も養子を迎える
ことなく、郡山城主こして明治維新をむかえた。

★永慶寺出門幌いけいじきたも麟
永慶寺は大和郡山市永慶寺町にある

黄栞宗の寺院、山号は龍華山。本尊は

釈迦如来。開創は寛永 2年 (1625)、 開
基1ま柳沢吉保で、その出身地である甲
斐国山梨郡岩窪村 (現甲府市)に創建
した霊台寺に始まるという。
宝永 7年 (1710寺号を永慶寺こ改め、
黄業宗 8代悦峯道章を招いて開山とし
ている。その後 5代将軍徳川網吉の没
後、国替えこなり、享保9年 (1724)本
多氏の書提寺法光寺を他に移し、その
跡地に永慶寺を移築した。
堂宇は本堂・開山堂・方丈・弁天堂・

楼門・鐘楼・御影堂等がある。ことに
山門は郡山城築城の時、秀長によつて

建てられた城の南門を移築したもので
ある。木造切妻桟瓦葺黒塗で、本柱の
一方は脇戸ガ付き、一方|よ壁である。
桃山建築の豪華さはないが、極めて素
朴な竹まいを残している。郡山城唯―の建築遺構として市指定文化財となつている。寺
宝としては柳沢吉保画像、同木造、定子夫人木造 (法橋常慶作)等がある。
当寺|よ柳沢氏の菩提寺であり、明治以後の柳沢家の墓と霊拝堂があるが、柳沢吉保・
吉里の墓はない。

☆水野勝威と六湘郡山 (層のなつなりとやまとこおりやお
水野勝成とは、私達郷土福山の開祖「水野日向守勝成」その人である。勝威は元和元
年 (1615)4月 に起こつた、いわゆる大阪夏の陣で東軍大和□先鋒第一陣7千の将として
指揮して奮戦したという。
戦後、家康は京都二条城にて大阪陣の論功行賞を行い、水野勝成は第3陣の松平下総
守に次いで戦功第2と賞され、三州刈屋城主 3万石から3万石加増されて大和郡山城主
6万石を与えられ、元和5年 (1619)8月備後に移封されるまで約5年間領した。
郡山城は増田氏はしたいが関ガ原の戦い後改易されて約 15年間、廃城とされていたた
めに城址は荒廃し、田畑として耕される有様で、勝成は直ちに入城する事ができず城下

《永慶寺山門》
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《郡山城全景空中写真 (南上空から撮影)》

《稗田環濠集落要図》



洞泉寺に仮住まいしたという。
水野氏入都後、石垣や堀の修築は幕府直轄の事業として修築され、その他の本丸 。二
の丸・三の丸・角櫓 。家中屋敷等は幕府よりの伏見城資材の払しヽ下げ等により勝成の手

★売六神社働たじたじ0
稗田環濠集落の中央南部に鎮座。旧
村社。祭神は稗田阿礼 僣濯のあ0命・天
宇受売命 傷

“

うず開みこυ・猿田彦神。
社名の起源は次の話が伝わつている。
稗田の猿女の君は天皇から多くの養
田を賜り、その田を猿女田、持主を猿
女田主と呼んだ。のち猿の字を略して
女田主、すなわち責田主こ呼ぶように
なり、その祖神を祀り神社を費太神社
と称するようになつた。
随 喜剣      円Uu崎趨
とされ、『延喜式』九条家本にはヒメタ
の訓注がある。近世には三社明神と称
し、戦前までは 町題帥韓」 と表記した
稗田は天宇受売命の後裔、稗田阿ネL
の出身地で、古代神楽舞などに供奉じ
た猿女君 にる開さ紛氏の居住地と伝え、

「大同類衆方」に添上郡売田主の家に
伝わる薬として佐野辺薬を載せる。
ちなみに東方の山と郡山市美濃庄町
に小字ヒルメダ、南方の同市横田町に
小字サルベガある。
神社は環濠集落の南東部を占め、「径
覚私要鋤」文安元年 (14402月 10日
条に「遣北面於古市陣ヒエタ」とあり、
古市胤仙 (ふるtも榛んせん、興福寺宗徒 。国
人)が陣営とした稗田環濠の主郭部で
あつたと推定されている。稗田荘 |ま文
明 11年 (1479)、 同 14年に筒丼方に
よつて焼かれている。

★稗田環濠集落
(ひえだが九ごうしゅうらく)
環濠集落は、4周に濠をめぐした集
落で、大和盆地の各所にみられるが、
稗田の集落は、その環源が完存するほ
とんど唯一の例で、昭和 50年 (1975)
10月 2日、市の史跡に指定された。

《売太神社拝殿》

環濠は中世に、低湿地の水はけや用水にも利用されたが、本来は集落を外敵から守る
のを第一の目的に作られたものとみられている。
稗田の環濠集落の濠の幅は4m～ 14m前後、深さは2m～ 3mである。近年その旧
観が崩れつつあつたが、本年修復工事が完了した。なお、環濠内集落は約80戸である。

《稗田環濠集落》
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★奈良盆地の環濠隼落総らぼたちのがためいうら0
奈良盆地に1よ集落の周囲に濠めくらす環濠集落が 200前 後も存在してしヽることが知
られている。大和郡山市から橿原市や高田市にかけての地域で、特に田原本町から南の
盆地に多く存在する。現在比較的よく環濠ガ残つているところは、大和郡山市稗田 。若
槻、天理市竹ノ内、田原本町保津 0宮古、広陵町南郷、橿原市膳夫などである。
環濠集落は濠の内側にも土塁や竹藪をめくらし、集落への入□も 1～ 4ケ所程度しか
設けず、集落の治安維持に努めたものと思われる。環濠集落が何時ごろどうして形成さ
れたかについては、諸説があるが、鎌倉時代末期から農村では名主や作人が成長し、村
落間の利害関係などの争いが激しくなるにともなしヽ、防御施設として濠をめくらしたと
いう説、さらに1ま戦国時代の大和の土豪の争乱にまきこまれた村落ガ自衛のため、また
は軍事的な必要から環濠を設けたとする説、環濠は防御上こともに高地の灌漑用水とし
てもちい、河川の洪水を防ぐ目的でも掘削されたという生活的な面に重要な理由を求め
る説もある。現在においても、環濠に導水して灌漑用の用水路とする村がある。

☆稗田回事LOえだのあれ)
天武天皇に仕えた舎人 にねりで、猿女君 にるめのきυの一族。天釧女命 傷mうず開みこりの子孫
といわれ、大化 4年 (648)に生まれる。
記憶力が特に優れ、天武天皇 3年 (675)に 、『帝皇日継』や『先代旧辞』を暗誦させら
れた。元明天皇の和銅 4年 (711)に、朝廷は阿礼の記憶していることを太安万侶 (櫛のやすまう
に記述させ後世に残した。これが『古事記』 3巻である。大和郡山市稗田町にある売太

★額害寺総くあた助
大和郡山市額田部寺町にある。真言律

宗、熊凝山 《まごりやおの山号をもつ。聖徳
太子ガ推古天皇のため大寺を建立しよう
としててがけていたとされる熊凝寺 Kまご

りで〕の故地に、額田部氏出身の道慈律師
が一寺院を建立し、額安寺と称したとい

われている。道慈はその頃すでに新京の

大安寺への移転を終り、この地に隠退し
て、入唐の際学んだ求聞持法の主尊虚空

蔵書薩像を安置し、宗法の興隆に努力し
ていたと思われる。
額田寺伽藍並条里図に「額寺Jまたは
「額田寺揚原」ときされたところガあつ

て、現在の額安寺の位置に合致するので、

額安寺は天平宝字年間 (757～ 765)ころすで

に存在し、寺地に東西三町南北二町を占
めていたものこ考えられている。
平安時代に入るこ寺は漸次衰微し、一

《額安寺本堂 (現在修復中)》

時は一部の仏像も興福寺に移されるほどであつたが、鎌倉後期には西大寺の叡尊・忍性
・慈信らガ寺の再興に尽力し、寺勢ガ再び隆興することになつた。
明応 8年 (1499)に細川政元の命を受けた沢蔵軒宗益が大和国に乱入した際に、この額
安寺は他の多くの名刹こともに焼き払われた。織田信長の検地時に 180石の寺領も没
収されたが、豊臣秀吉の時には、残つている雁塔を天王寺にうつすことを条件に 1町歩
を与えられた。これによつて江戸時代を通じて額安寺|ま朱印地 12石を許された。
土地の人は、この寺の名のおこりを次のように伝えている。聖徳太子の兄弟が額に腫
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物ができて苦しんだとき、この寺に祈願して治癒したので、額の安らかな寺、すなわち

額安寺とよぶようになつたという。

☆額田寺伽藍並条里図
(ぬがたてらがらたならびにじょうりず)
額田寺 (額安寺)の伽藍とその寺領を
表すため作成されたもので、縦 110c
m、 横 98,8横 cmの麻布に描かれて
いる。建造物こ寺領の境界は朱でかかれ、

境界線には大和国印ガ押してある。また

図の中には中臣毛人家・同畠・巨勢古万

呂家・同地・船墓などの記入がある。奈

良時代の伽藍配置を絵として残した例は

ほかになく、同時代の唯―の遺品として

きわめて貴重で、昭和 37年 (1962)、 国の
重要文化財に、ついで昭和 52年 (197動、
国宝に指定された。

★額害寺虚空敵替薩半詢像
(がくあたじこくうぞうぼさつはたがぞう}
明治43年 (19104月 20日重要文化財。
像高51.5cm、 本心乾漆の半踊像である。
同寺の開基道慈律師の本尊であつて天平末

期の手法を伝え、首飾・暖略 はうら0などに
も古法を窺うことができる。制作方法、荘

厳具および所伝よりみて、天平彫刻の一形

式と認めねばならない。しかし、相貌に生

気がなく、肉付けが平板で、衣装にも張り

がないなどの点は鎌倉期の補修によるもの

とみられている。
奈良時代末期の作と思われる額田寺伽菫
並条里図に金堂の右下に虚空蔵堂らしい堂
が見えるが、おそらくこの堂に安置されて
いたのではないかと考えられる。

弘安 5年 (1282)、 西大寺の興正苦薩ガ傷
んでいる像を仏師善春・絵師明澄に修補彩
色させた。このことは台座に墨書されてい

る。
虚空蔵薔薩像としては、日本最古のもの
として有名である。

★額害寺文硫替薩胴獅像
(なくあんじもんじゅぼきつきじどう)
明治42年 (1909)9月 21日重要文化財.
木造、彩色、像高31,8cm。 《額安寺虚空蔵書薩半枷像》
右手に剣、左手に経巻を持ち、獅子の背
の蓮華座上に結蜘鉄坐 けつかふJする。一本造りで内堀りはほどこされていない。
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体に比じ頭部がやや大きずぎるさらいが
ある。細く切れ長の眼、細く筋のこうつた
鼻、小さな唇など、その面相は穏やかでよ
くと整つている。衣紋は装数多く、かなり
強く刻まれている。
獅子の顔は鼻が小さく、面相は穏やかで
犬のようである。藤原時代初期の作と推定
されている。

★額害寺五輸石塔群
(なくあたじごりたせきとうくた)
昭和34年 (19593月 23日重要
文化財。額安寺の北西にある石造五
輪塔群で、このあたりでは「鎌倉墓」
ともいわれている。指定を受けた8
基の五輸塔は、敷地の西側に東面じ
て5基、北側に3基ガ鍵の手に並ん
でいる。
東端および南から4番目のものに、
永仁5年 (1297)の銘があり、他のも
のも無銘ではあるが、このころ造立
されたと思われる。
昭和57年 (1982}の解体修理の際
行われた地下調査によつて、南端の
忍性墓のみが建立当初の位置を保つ
ていることが判明している。
忍性墓の骨蔵器などは、中世の高
僧の墓制を知る上で貴重な発見とな
つた。

★額審寺宝匿ED塔
(がくあたじほうきょうtilにと:))
昭和 53(1978)年 4月 20日指定
文化財。額安寺境内明星池の中に建
つている。文応元年 (1260)の建立で
ある。
総高283.3cm、 基礎東面格狭
間 (こうざおに「文応元年十月十五日願
主永弘大工大蔵安清」の刻銘がある。
基礎上 3段、塔身は輪郭を二重に
とり、月輸内に金剛界四仏の種字を
薬研彫りしている。
笠下 3段、上6段笠隅飾り1ま軒□
は連立せず、区別して直立、一弧無
地。笠上は露盤、九輪宝珠とも欠損
はない。各部の均衡ガ良く、壮重典
雅な古塔で、鎌倉中期の様式の特色
をよく表わしている。県下で 2番目

《額安寺文殊書薩騎獅像》

《額安寺五輪石塔群 (鎌倉墓)》

《額安寺宝筐印塔》



の古さである。願主永弘はどのよう
な人か不詳てあるが、大工安清は大
蔵派初期の石大工の 1人と考えられ
ている。
なお、寺の縁起では、慈真和尚が
母のために造つたものと伝えている。

☆ 額 田 部 窯 跡

納がたぺがまあと)
昭和 4年 (19204月 2日重要文化
財、額田部北町字別所にある。昭和
3年、用水池を掘る際、地下 1尺の
ところで 3個の瓦窯が発見された。
窯の形式は平窯である。 3個とも同
形同大で、約 1間おきに東西に並び、
構造は矩形である。
窯室の広さは内径で長さ4尺 3寸、
幅 3尺 3寸、深さ 1尺 2寸、壁の厚
さ約 4寸で、壁は凝灰岩ようの人造
石からなつている。
煙道は深さ約 3寸、幅 4寸の三条
の等間隔にならび、焚□や火床は、
窯室とは別に作られた片□窯である。
窯内から発見された古瓦によつて
鎌倉時代の遺構と認められ、このう
ち最も保存のよい西端の窯は覆屋が
設けられ、他 2基は埋め戻された。

☆ 島 の 出 古 墳

(しまのやまこ61ん)
磯城郡川西町唐院にある巨大な前
方後円墳である。
全長約 190m、 前方部の幅93

《額田部窯跡》

m、 同高 11.01m、 後円部は径98m、 同高 17.42mに 達する奈良盆地の平坦部
では最大級の巨大古墳である。墳丘の周囲に1ま満々こ水をたたえた周濠があり、その幅
は約35m～ 40mで 、周波を含めた長さは265m、 幅 175mに もおよぶ。
墳丘は果樹園や畠に開墾されて著しく変形されているが、 3段築成であることがわか
る。後田部は明治 15年 (1882)ころ盗掘を受け、多数の遺物が取り出されとしヽう。その
時の間き書きから南北を主軸とする竪穴式石室があつたと推測されている。

埴讐]義「郵:重藤轟堪鍾轟彙駐病Yttξ
鼠コま円筒

買考古学研究所によつて前方部が発掘調査さ
れ、粘土椰ガ検出された。この粘土椰は東西 10.5m、 南北 3.4m、 深さ0.5mを測
るが、開墾によりかなり削平されたと考えられ、墓壊の規模は現状よりも大きく深かつ
たようである。棺はコウヤマキ製の割竹形木棺であり、蓋こ身の一部ガ残存していた。
この発掘で特筆すべきことは、石製腕飾類が一挙に 133点 (車輪石 80点、鍬形石21点、石釧 32点)も出土したことで、粘土椰に埋葬された人物の性格が注目の的と
なつた。一説によれば、祭祀を司つた女性を埋葬したものという。一方、後円部に埋葬
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されていた人物は、西方の河合町にある奈良盆地部最大級の川合大塚古墳などこともに、
大和川の水運を支配した古代豪族関わるものであろうか。



☆比売久波神社 けめくわじんじ0
磯城郡川西町唐院に所在。『延喜式』神名帳
の城下郡に「 比売久波神社 翻」こある式内社.
旧村社。大和川水系に合流する諸川に囲まれ
るように島の山古墳があり、当社はその西側
に接して鎮座する。
祭神は『式内社調査報告』では、久波御魂

神と天八千千姫とするが、「神社明細帳」で1ま

天八千千姫のみを記し、多くの書|よ祭神不詳
としている。□碑では桑の葉を御神体にした
と伝えられる。750m離 れたほぼ真束の川
西町結崎に糸丼神社があり、機織り技術者集

団の神が祀られたと考えられることから、古

代にこの一帯は織物技術をもつた集団が住み
ついていたと思われる。本殿は一間社春日造
である。 《島の山古墳 (左)と神社の森 (右 )》

★薇鳥怖す鯛
奈良盆地東南部の地名。

範囲は明確でないが、現在
の奈良県高市郡明日香村の
うち飛鳥川の流域にほぼ相
当する。つまり飛鳥川の上

流から飛鳥寺・雷丘 化書ずつの

棚 へかけての地域だが、こ

れに耳成山開帖鶴・畝傍山
0節憮卜 天香具山 (あ開Кやお
の大和三山のある地域を含
める説が一般的である。河
内国にも飛鳥があり、都ガ
大阪平野にあつた 5世紀に
は河内飛鳥を「近つ飛鳥」、
大和の飛鳥を「速つ飛鳥」
と呼んだという説がある。
アスカを「飛鳥」と表記するのは「飛ぶ鳥の」の句がアスカの枕詞に用いられたこと
による (『古事記伝』)が、「明日香」と表記する例も多い。他に「阿須箇」「阿須可」「安
須可」の用字ガ『日本書紀』や『万葉集』にみられ、金石文では船首王後 儡nのおびこおう0墓
誌に「 阿須迦宮」の用字がある。語源について|ま以下の 3説ガ代表的なものである。
①アスカは鳥の一種イスカのここで、これが群棲したことによる (賀茂真淵 0伴信友)。
②アは接頭語で、スカ (洲処)は住所すなわち集落を表している。
③朝鮮半島からの渡来者が日本で安住することを得た地を安宿と称し、これを日本人が
アスカと読みならわし、のちに朝鮮系の渡来人の安住地を一般にアスカと称し、大和
のアスカもその一つである。
これらの説はいずれも確証がなく、推測にこどまる。ただし、『続日本紀』宝亀3年 (7
7a条にみえる坂上苅田麻呂の奏言に「高市郡には朝鮮系渡来人が多く移り住み、他姓の
者は10のうち 1、 2である」とあり、飛鳥の地に渡来人が多くいたことは事実である。
この地にはしばしば皇居 (多くの場合宮名に「飛鳥」が冠される)が置かれ、7世紀
前後における政治・文化の中心地であつた。いわゆる飛鳥時代である。古くは5世紀に

穿
《空から見た飛鳥 (南より)》
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允恭天皇ガ遠飛鳥宮、顕宗天皇が近飛鳥八釣宮 修かつあすかやつりのみ0を置いたと伝えられる。
その後 592年 の推古天皇の飛鳥豊浦宮 傷すかいうのみ動から和銅 3年 (710)の元明天皇によ
る平城遷都まで 110余年間1よ、孝徳・天智・弘文の 3代約 15年間を除き、都は終始
飛鳥にあつた。
この地で氏姓制度から律令制への転換が行われ、古代国家の体制が形成された。また、
仏教文化を中心とする飛鳥文化が興隆し、飛鳥寺・川原寺 絆わらで〕・山田寺・橘寺 。大官
大寺など多くの寺院が建立された。現在はそれらの宮や寺のほとんどが荒廃しているが、
わずかに残る遺跡は各所に散財する古墳とともに古代の繁栄の跡を物語つている。『万
葉集』に歌われた地名も多く、古代の歴史 。文化 。文学の愛好者の遺跡めぐリガたえな
い。

★新沢手塚古娼群催t噂わせんブがこ航く帰
貝吹山 (標高210,3m)北 ・麓の約
600基 におよぶ古墳時代中後期の大群
集墳。
旧新沢村内にあるので一般に「新沢千塚」
と呼称するが、現在は所在地ガ橿原市川
西町にあたるので「 川西千塚」と呼ばれ
ることもある。
ほとんどの古墳は直径 10m～ 30m
の円墳だが、前方後円墳・方墳・長方形
墳も存在する。昭和 37年から41年に
かけて (1962～ 1966)125基が発掘調査
された。調査された大多数の古墳は土墳
の中に本棺を直葬したものだガ、横穴式
石室墳 3基を含んでいる。棺内には須恵
器 。刀剣・鉄鏃 (てアく、鉄製のやじり)・
刀子 にうす、ナイフ)等を副葬し、なかに
は鏡・甲冑 いつちゆ〕・馬具・工具などをも
つものもあつて、そのほとんどは 5世紀
から6世紀にかけての築造と考えられて
いる。
古墳群中では、南端に位置する第50
0号古墳 (新沢茶白山古墳)が最も早く
築造された。この古墳は全長62m、 後
円部径 32m、 前方部幅 24mの前方後
円墳である。木棺を被覆した粘土都内か

らは鏡・玉類・石釧 (榛しくしろ、石製の腕
輪)。 筒形銅器・銅鏃 (ごうぞく、鋼製のやじ
り)・ 刀剣・短甲などの多量の副葬品が出
土し、4世紀後半の築造こ考えられている。
最も異色な古墳として注目されるのは
第126号古墳で、金銀製品・ガラス製
品をはじめとす多量の遺物を出土して学
会を驚嘆させた。龍文唐草を透かし彫り
した方形金冠、金製垂飾付耳飾り、金製
の理略 (ようらく、珠玉をつないで作つた髪
飾り)や指環・腕環・帯金具やガラス皿・
カツトガラス、ほか漆盤・鋼製火焚斗 (ひ

《新沢千塚古墳群遠景》
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のし、アイロン)な
ど珍奇で貴重なも
のばかりで、朝鮮
半島この関連を者
えなければならな
い問題を提示した。
新沢千塚古墳群
はその一部が調査
されているだけだ
が、奈良県下でも
最大級の群集墳で
ある。しかも他の
地域よりもほぼ 1
世紀ほご早く築造
ガ開始され、また、
きわめて大陸的な
色彩の濃い遺物を
出土するなど、注
目すべき古墳群で
あり、蘇我氏ある
いは大伴氏、さら
には東漢氏仲まこのあ

越集落の北、近鉄飛
鳥駅のすぐ西方にある。
墳丘は周辺から削り取
られ、ことに西半分の
損壊が著しい。
昭和48年 (1973)、 明
日香村教育委員会によ
つて測量調査が実施さ
れ、 1辺約 54m、 三
段築成の方墳で、石舞
台古墳 (明日香村島庄)
や赤阪天王山古墳 (桜
丼市倉橋)などと同程
度の規模であることが
判明した。
昭和 54年 (197"に
は明日香村教委こ橿原
者古学研究所が石室を
調査した。切石造で精

資

襴Q

やう助の墳墓に比定する説がある。古墳群の一部は昭和54年 (1979)国史跡に指定され
史跡公園として整備されている。

★越岩屋山古墳にしt巾ややまこふ帰

美な横穴式石室がほぼ南面して開□している。
玄室長約 4,7m、 幅 2,7m、 高さ2.6m。
は 1枚の巨岩で覆う。
羨道部は長さ 12m、

《新沢千塚126号古墳周辺の測量図》

《越岩屋山古墳墳丘部》

巨大な花商岩の切石を2段に積み、天丼

幅・高さ約 1,9m。 奥半部は 1段、前半部は切石を2段積みで
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やや高くされている。
羨道入□から天丼石、眉石の下端に細い切
り込みがあり、閉塞のための扉石の存在が考
えられ、また、この石の上面ガ斜めに平滑に
加工されており、羨道の前端ガ封土の外に露
出していた可能性を示している。
このような切石造の横穴式石室|ま「 岩屋山
形式」と呼ばれ、飛鳥地方 (小谷古墳等)か
ら桜丼市 (蝉墓古墳)・ 天理市 (峯塚古墳)に
かけて類似のものがあり、平群町 (西宮古墳)。
大阪府太子町 (叡福寺北古墳 [聖徳太子墓])
などにもみられる。被葬者については、吉備
姫王 (槍隈墓 )、 巨勢小柄宿禰 紀せのこがらのすく榊
の墓とする伝承があり、斉明天皇陵とする説
もある。しヽずれも決定する史料はなく、不明
とするほかないが、7世紀前半中頃の築造こ
推定され、飛鳥時代の天皇家を含む有力豪族
の墓であることは確実である。

★中尾山古墳総ガおやま勘齢
《越岩屋山古墳石室実測図》

高松塚古墳の北に位置するが、早く
に盗掘を受けて石椰が露出していた。
この石椰の内法 D勤りは約90cm3程
度であり、外形は古墳の形態を示して
いるものの埋葬とは考えられず、火葬
骨を納めた特殊な構造として国の史跡
に指定されている。この古墳はすでに
江戸時代から知られ、「中尾石墓」とも
称された。また、文武天皇陵に比定さ
れたこともあり (『大和志』)また、8角
形墳ではないかと推定する説ガあつた。
昭和 49年 (1974)、 明日香村教育委
員会・橿原者古学研究所により調査さ
れた。この調査では、石椰周辺の整備
と外部施設の有無を確認するため墳丘
外の北および東側が発掘された。その
結果墳丘をめぐつて二重の 8角形の外
部施設があり、また、八角三成であつ
たことが判明した。 《中尾山古墳の墳丘部》
石椰|よ底石に高さ約 1,7mにおよぶ
花畠岩の巨石をすえ、その上に凝灰岩の切石を用いて側石を造つている。さらに花嵩岩
の巨石を天丼石とする構築方法で、南側石を閉塞石こする横□式石椰の構造であり、し
かも四隅には柱石を置く特殊な手法を用いていた。石椰にいたる南側墓道があり、その
下層には礫 (れき、小石)を詰めた廃水溝が設けられていた。また墳丘や墓道には版築の
手法を用いていることも判明した。なお、以前に 1個あることが知られていた沓方の石
材が他にも 1個あることがわかつた。しかし、これらはどのような場所にごのような目
的で使用されていたか明らかではない。
盗掘の際の排水溝中に瓦器小片を検出しただけで他には遺物は発見されなかつた。最
近の研究では、中尾山古墳ガ真の槍隈安古岡上陵 (ひのくまのあこのおかのへのみささざ、文武天皇陵)で
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あるこの説が有力視されている。

★高融塚童墳
(意念まつブ倉こふた}
平極集落の藝南部、現文武天皇陵であ

る檜隈安古岡上陵 けのくまのあこのお加Mみささ鋤

から北に延びた丘陵にある古墳で、澄戸

時代に1ま文武天皇陵に比定されたことも

ある。昭和47年 (197鋤 3月、橿原考古
学研究所 0明日香村教育委員会により調
査され、壁画の発見で同年 10月にiま文
化庁も調査を実施した。
さ墳は直径約 16m、 高さ約5mの円
墳であり、墳丘は版築をもつて築成され
てしヽる。墳丘の南側に基道があり、その

作業藝|こ敷き板の痕跡舞 条あつた。墓

道の正面には凝灰岩の切石を組み合わせ

た横□式石椰があり、その南側石の外よ

り向かつてを上に盗掘坑があつた。薔椰

内法の計測値は長さ2.65m、 彊1,0
3m、 高さ1,1 4rnで、漆塗本構ガ置か
れ、棺は長さ2.0 2 rvl、 幅約0.6mで
金箔を漆箔修つぱぐにL/てある。
また、側壁画には漆箔を施し、極彩色
の壁画が描かれている。壁画は星宿 。日

月・囲神・人物群像で、天丼の中央1こ |よ

紫微垣こ28宿を表す星書が整かれ、東
西両壁中央部には、東壁に金箔で日像、

西壁には銀箔で月像を表し、さらに盗掘
のために消失t/た南壁面を除いておのお
の壁面の中央:↓、東壁には青龍、西壁に
は白虎、北壁には玄武のいわゆる四神獣
を描いている。さら1こ東壁面南側には男
子の4人の人物群像、北壁に1よ女子4人、
相対する西壁面にも南鍵に男子4人、4L
側にも女子4人をそれぞれ群像形式で描
かれている。
このような本格的な壁画のある古墳は、
E3本では初めての発見であり、これをめ

ぐつて種々の見解が述べられた。しかし、
これらの量画の根本にあるもの1ま中種:こ
おける伝統的な思想を背景とするもので

ある。また、盗掘を受けていたものの、

金鋼装棺金具や、海獣葡萄鏡 1面、銀装
大万外装員などが残存t/て もヽた。壁遜や
副葬品は他の古墳と大きく異なり、むじ
ろ正倉院宝物を始め、社寺に伝世されて

きたものに近く、高松塚古墳の文化史的

《中尾曲古墳の埋葬主体部模式図》

《薦松塚き墳墳丘の現状》
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意義を高めるものとなつた。古墳は国特別史跡、壁画は国宝、出土遺物は重要文イヒ財に

指定されている。

★猿石修るいい
元禄 15年 (1702)秋、のちに
欽明陵に治定された平田梅山古

墳の南、字池田の田圃から4体
の猿石ガ掘り出され、梅山塚の

前方部南側に並べられた。その

後、おそらく明治初年頃、斉明
天皇の母である吉備姫王の墓前
に移された。

猿石は池田から掘り出された

石造の総称で、その造形からそ

れぞれ「法師」「 男性」「女性」

「山王権現 (猿石)」 と呼びな

らわしている。また、高取の猿
石、光永寺の顔石は同様のモチ
ーフで技法的にみても、同一場
所から出土したこみられている。

①「 山王権現」は西に面して

南北に並ぶ4体の北から2番目
の像で、頭でつかちの姿で正座

諄躍 にんさ鱒する裸像の 2面石で
ある。頭部こ下腹部とが黒色砂
岩の捕獲部分になる。真上から

《猿石 [山王権現]》

見ると、菱形の原石の稜角部を顔の正中線に付けている。高さ128cm、 最大幅 10
lcm、 最大厚さ84cmで ある。頭部は額の生え際をふちこせりし、オーリしバックの
髪型とするが、額中央から石質が変わるため、あたかも黒つぱい頭巾を被つているよう
に見える。杏仁様の大きな日、大きな鼻はあぐらをかき、大きな□を閉じている。胸部
はふくらみ、両手を腹に置く。下腹部には陰茎を作り出しており明らかに男性である。
この像だけは両足を正座してしヽるが、左足裏の細部まで緻密に表現している。
背面の姿はやや下位に彫つているため表面の像とは段違いになつている。奇怪な獣像
は、やや右に傾けた四角な顔面に正円のくばんだ目と大きな鼻、横一文字に結んだ□に
は牙がある。顔面ガ黒色砂岩の位置となり、黒い面を被つたように見える。額のしわの

両側には大きな耳があつて、そのうしろに角こたてがみ状の耳髪がある。おそらく背面
の像は人間ではないだろう。
②「 男」1ま南端にある像で、尻を地につけて座る男性裸像である。高さ99cm、 最
大幅90cm、 最大厚さ58cmで ある。顔の表情1ま笑う埴輪を連想させる。しやくり
顎の□元には髭をたくわえ、小さな目と□元は好々爺のようなユーモラスな表情をして
いる。頭部は烏帽子のようにやや高く造つているが、後頭部に6条の沈線の毛髪を東ね
ているので烏帽子でなく、額の生え際を表している。猪首のため怒り肩となり、筋肉を
示す沈線がある。手の下に下腹のふくらみを示した円弧状の突出部がある。「山王権現」
像同様に肥満体か、腹のたるみであろう。
背面は全体の約半分ガ顔で、腹ばいにしやガんだ邪鬼のような姿をする。下ぶくれの
顔ガ張り、上唇が厚い。大きな鼻と上まぶたの張つた小さな目をもつ。毛髪はオーリしバ
ツクにかきあげ耳を出す。背面は左手を顎の下、右腕でひじをつ<。 右耳の後ろで人差
し指を丸めている。おそらく女性であろう。
③「女」は北端の像である。腰をかガめ、尻をつける。高さは100cm、 幅65c

30



いる。
この二つはもとは花商岩の巨石を精巧
に加工した石棺式石室の床石と、天丼・
壁を構成する蓋石 儡たいし)とであつた。
このほかに扉石を加え、 3石を組み合
わせた構造であつたが、現在は扉石が
ない。
床石 (鬼の俎)中央の墓室部分は一
段高く、全体に甲盛りがある。南正面
には扉石の痕跡を残し、中央に扉を固
定するほぞ穴を造つている。蓋石 (鬼
の雪隠)は ドーム状に石をくり抜き、
入□両端に扉石をはめ込む仕□を造る。
両側面と奥壁の上半分は内側に傾斜す
る。元の墓室の内側寸法は長さ2.79
m、 幅 1,54m、 高さ1.3mに復元
できる。蓋石の外側は野面を荒削りし
たままであるが、入□周囲の幅 2,7m
は石の表面を丁寧に加工し、両側に稜
線を造つている。鬼の俎から約 35m
南の墓室中軸線上の水田崖面で断面U
字形をした羨道の痕跡を残している。
盛土がなくなつているため墳丘の形
式は不明である。このような形式の墓
室は、 7世紀初め河内飛鳥 (大阪府太
子町周辺)で、家形石棺をそのまま古
墳の墓室に利用したのが始まりである。
やがて羨道・玄室を省略する傾向が強
くなる。この背景には朝鮮半島百済王
家の小石室の影響もあつたと考えられ
ている。 7世紀中頃、こうした家形石
棺を源流とする墓室ガ飛鳥でも築造さ
れ始めるが、鬼の雪隠・俎は盛土で埋
めるため家形石棺の外観の加工が省略
され、入□周縁だけが整形されている。
現在のところ石棺式石室としては飛鳥
で最も古い形式とされている。

★亀石けめいい
明日香村川原と野□の境にある亀石は
橘寺仏頭山より派生する丘陵端近く「 カ
メイシ」にある。
文献上の初見は、平安時代の永久4年
(1116)、 弘福寺 (川原寺)の僧、彦印に
よる寺領の申請文書 (東寺文書)である。
これによると、川原寺の領畠に「高市郡
東三十条三里六坪二反六十歩並畠字亀石
垣内」とあり、亀石は大和条里、東三十
条四里の東南隅の六の坪にあるここがわ

《鬼の超》
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かる。平安時代にはすでに現在の場所に
あつたようだ。
亀石は長辺4.53m、 短辺2,77m、
高さ2mを越える花商岩製の野石下面に
あたる平端面に溝彫りをほどこしている。
そろばん玉の形をした野石の稜角部を背
中にしている。石のDll工は顔面の目こ□
の周囲を象徴的に細工するのに止め、弧
状に突出した瞼は深く彫り込まれている。
体躯や四肢は特別に彫られていないが、
基底部には益田の岩船の基底部のそれに
類似する格子状の刻みガある。
この石は一見、未完成のように見える
が、裾の輪郭を線彫りしていること、目
の下より□元にかけてを未調整のまま残
していることをみれば、採石こ石の割付
に充分気を配つた完成品こ判断できる。
顔面中央と尾部を結ぶ中軸線は約39度
南西に向けている。 なお、西南の方を
向いている亀石が、西面するとき世界が
泥の海に浸かつてしまうという伝説があ
る。

★橘寺値ちばなて助
橘集落の西端にあり、県道を隔てて川
原寺跡に対する天台宗の寺院。正式には

仏頭山上宮皇院薔提寺 価,こうれじようくうおうth

ぼだいいといい、通称は橘樹 使ちば鋤寺また
は橘寺。本尊は聖徳太子座像 (国重文、

室町時代)である。
創建について明らかでないが、「法隆寺

伽藍縁起井流記資材帳」や「上宮法王帝
説」は法隆学問寺・四天王寺 。中宮尼寺・

蜂岡寺 (広隆寺)・ 池尻尼寺 (法起寺)。

葛城尼寺こともに聖徳太子建立の 7寺の
一つとして橘尼寺をあげている。
天智天皇5年 (666)の作とされる野中寺
(b19う臥羽曳野市)弥勒像銘に 陥  綻p)
寺智識」こあるのをこの寺のこここすれ
ば、当時の橘寺の存在ガ確かになるが、
疑問視する声もある。文献上の初見は『日

本書紀』天武天皇9年 俗804月条の「橘
の尼房に失火して、十坊を焚 働く」とあ
るもの。昭和 28年 (1953)以来数次の発
掘調査が行われた結果、塔こ金堂・講堂
。中門・回廊および北門の遺構ガ検出さ

れ、中門・塔・金堂・講堂が一直線に並
ぶ四天王寺式伽藍配置で、東に向かい、

中ツ道に面していたことガ明らぶこなつた。

《亀石》

《鬼の温・雪隠組み合わせ模式図》

《橘寺境内、正面本堂》



塔の心礎は1辺約 1.5mの方形造り出しの中央
に直径・深さとも9cmの FB形を彫り込み、三方
に添え木を受けるためこ思われる半円形の孔を彫
り加えたものである。類例として西琳寺 (現羽曳
野市)心礎・野中寺心礎・法隆寺若革伽藍心礎が
あるが、珍しい形式である。
寺地からは以上のほか博仏片 (白鳳時代)や古
瓦 (飛鳥～鎌倉時代)が多数出土している。寺宝
としては、絹本著色太子絵伝 (重文、室町時代)・
木造日羅立像 (重文、貞観時代)0本造如意輪観
音座像 (重文、藤原時代)・ 本造地蔵薔薩立像 (重
文、藤原時代)・ 木造鼈太鼓縁 (重文、鎌倉時代)・
石灯籠 (重文、室町時代)等がある。
境内には飛鳥の謎の石造物の一つで「二面石」
と呼ばれる奇怪な石像がある。寺伝では、善悪二
つの顔を彫つたものという。なお、境内全体が国
史跡に指定されている。

★川原寺蹄 総わらでらあυ
川原寺は川原 傍棟り集落の東、飛鳥川左岸
にあつた古代寺院で、飛鳥時代には大官大寺・

飛鳥寺とともに飛鳥三大寺の一つであつた。
現在、仏陀山東南院弘福寺 幅つださんとうなんllhくふく助
こ称する真言宗豊山派の寺が残り、法灯を継
いでいる。
本尊は十一面観音。『延喜式』玄蕃寮 (げんば
のりよう、寺院僧尼に関することや外国使節の接
待を司つた役所)によると、平安期には、弘
福寺として15大寺の一つに数えられている。
寺宝の木造持国天 。多間天立像は藤原時代
の作で国重要文化財。他に十二神将軍像 (藤
原時代)を安置する。
文献上の川原寺初見1ま『 日本書紀』孝徳天
皇の白雉4年 俗506月の条で、故僧畏 0紛 の
ために「 画工 にかむ狛竪部子麻呂 にまのたびこまう
。鰤魚戸直儡なこのあた0等に命 0ことお0せて、多
に0に仏書薩の像を造る。川原寺に安置
す」こある。また、天武天皇 2年 (673)3
月、この寺で日本最初の一切経写経ガ行
われている。
倉J建については敏達天皇 13年に蘇我馬
子ガ建立したとする説 (『諸寺縁起集』)、
斉明天皇元年 10月、飛鳥川原宮を寺とし
た説 (『元亨釈書』『扶桑略記』)、 天武朝こ
する説 (「弘法大師遺告J)などがある。
『紀』によると、天武天皇 14年 (685)8
月 13日に行幸があり、その後も天武帝に
関連する記事が多いことから同天皇の崇敬
ガ厚かつたこ推定できる。

■Pl

面大 Pl

《川原寺伽藍配置図》

《空から見た川原寺跡》

《橘寺の二面石》
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一方、弘福寺の初見は『続日本紀』文武天皇の大宝 3年 903)1月 5日条で、大安寺 `
薬師寺・元興寺 (奈良市)。 弘福寺の 4寺におしヽて太上天皇のために斎会 lat園 を営んだ、
こある。また、和銅 2年 (709)7月 25日の「 弘福寺田畠流記帳 (円満寺文書 )」 に「 弘
福寺 サ1原」とみえ、高市郡寺辺に田 3町 3段 39歩 。陸田 11町 9段 102歩があつたこ
とを記し、弘福寺を川原寺とも称したことがわかる。以後どちらの名称も使用されてい
る。なお『日本紀略』には、大同 2年 (807)11月 2日、伊予親王・藤原吉子を課反の嫌
疑により川原寺の一室に幽閉したが、2人は服毒自殺したのと記載がある。
現在、弘福寺本堂の南には多くの礎石が残つており、南大門 。中門・塔 。中金堂・講
堂・僧坊跡等が検出された。現本堂は川原寺中金堂跡にあり、「璃職 的の〕石」といわれ
る礎石が存在する。一帯は復元整備ガ行われ、国史跡に指定されてしヽる。

★飛鳥川怖すがが働
奈良県飛鳥の里を貫流する名川で、全

長は約 32kmで ある。古来、歌詠で知
られ、「世の中は 何か常なる あすかjll
昨日の淵ぞ 今日は瀬になる」 (『古今利
歌集』)はこくに有名。
飛鳥の奥に発する畑川こ多武峯 に抑柚)

に発する細川とが岡 (明日香村の大字 )
で合流して飛鳥川となる。大和三山の間
を北西に流れ、橿原市八木 。今井との境

界線を北上して、河合 (北葛城郡河合町)

付近で大和川に合流する。

豊浦 にゆう。雷 化1肩りなどの飛鳥の平坦

部を走るあたりが、飛鳥川の主体部をな

し、その清流が飛鳥人に愛され、歌に詠
まれた。いま川幅は 10m前後で、水量
も豊かではないが、往時は水源地帯の樹

叢も密で谷間も深く、したがつて水量も

豊富であつたと思われる。灌漑 けんがいの

ために堤防ガ設けられるようになり緩流
こなつたらしい。

★石舞台古墳
(いしlliたいこlllた)
明日香村島の庄の丘陵端部に立地す
る方形墳で、墳丘上部の封土は完全に

失われ、横穴式石室の外観を知ること

ができる。墳丘下半部は西南辺が約 5
0m、 東南辺ガ約51mを 測り、2m
～3mほどの高さを示す。墳丘上半部
については方形あるいは円形と考えら

れ、2段築成の方墳か上円下方墳と思
われる。
墳丘をめぐる堀は西南側で約8mこ
広いが、他では約7mほどの幅をもつ。
また、墳丘および外堤斜面には花商岩
玉石を貼り付けている。外堤幅は基底

34

《石舞台古墳》



部で約 10mほ どである。
南西に開□する横穴式石室は花商岩
を用いた両袖型を示し、全長約 19.1
m、 玄室長 7,5m、 幅約 3.45m、
高さ4,7m、 羨道部長さ11,5m、
幅 2.5m、 高さ2.4mを 測る。側壁
面は平滑になつており、壁面調整を施
している。奥壁は 1石 2段積み、側壁
は3段積みで、羨道側壁は 1段積みを
基本としている。玄室天丼は 2石で構
成されている。玄室奥・側壁に沿つて
排水溝をめくらし、奥壁中央で玄室床
面下を貫通して羨道部排水溝につなが
つている。
玄室内からは凝灰岩の破片が出土し、
石棺の存在を示唆している。古くから
開□しているため副葬品は不明である
が、墳丘内外より須恵器片・土師器片

《石舞台古墳石室実測図》

・金銅製尾錠・金鋼製菊座金具・金銅製帯金具等が出土している。
石舞台古墳は石室の形式や出土品から7世紀前半こ築造こ考えられている。古くから
蘇我馬子の墓という伝承ガあるが、これを妥当とする学説ガ多しヽ。

★岡寺 E饉蓋寺]修がでら岡ゅりいじ〕
地名から岡寺と通称されるが、正式
には東光山龍蓋寺真珠院 にうこうれりゆうがい
じしんじゆい紛である。真言宗豊山 籠ざ船派
に属し、本尊は如意輪観音。西国観音
霊場 7番札所でもある。
寺伝によれば、開創は 7世紀末、開
基は義淵。また、天智天皇の御代に観
音に祈願して子 (義淵)を得た老夫婦
の手から天皇がその子を召して草壁御
子とこもに養育し、御子の売去後、そ
の宮 (岡宮)を義淵に賜つて寺とした
ことに始まるという。さらに龍蓋寺こ
称するの|よ、義淵が寺の境内の池に龍
神を勧請し、石で龍穴を覆つたからだ
という。
義淵はまた、男‖こ龍門・龍福・龍泉・
龍象寺を開いたと伝えられ、玄8方 げ鷹〕
・行基・良弁・道慈 。道鏡らはいずれ
も義淵の弟子こ伝えられる。

《岡寺 (籠蓋寺)山門》

寛永 9年 (1632)の書上控 (「春日神社文書」)によれば、興福寺末寺で、朱印領 20石
を有していたという。寺宝に乾漆義淵僧正座像 (国宝)のほか、日本最大の塑像で奈良
時代作の本尊如意輸観音像、同じく奈良時代作の銅像如意輸観音半踊像、本造仏涅槃像、
天人浮刻博 (以上いずれも重文)がある。

☆霧淵にえ帰
「 ざいん」ともいう。奈良時代の法相宗の僧。元興寺智鳳 らほ〕の弟子。俗姓は市往氏 像
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もきういとされるが、阿刀氏傷こういとする説もある。龍蓋寺 (岡寺)以下、龍のつく寺を5
寺建立した。文武天皇 3年 (699)、 学業褒賞で稲一万束を賜り、大宝3年 (703)には僧正
に昇り、元正・聖武両朝の内裏に供奉した。聖武天皇の勅に、先帝の時代から現在まで
内裏に出仕し、一つとして誤りとなかつたこ絶賛されている。神亀4年 (727)一族に岡連
備かのむういの姓を賜る。神亀5年 (728)10月 20日龍蓋寺で没すると、勅使が遣わされ、
多数の布類が贈られるなど、天皇の崇敬と厚遇を受けた。

★酒船石になふねい粉
明日香村村岡。飛鳥寺から南へ丘陵
沿いに道を南に進むと、袋状の小盆地
に張り出した丘があり、その丘の竹林
中にある。名称について、明和9年 (17
72)の本居宣長『管笠日記』によると、

里人が長老の酒船石と言い伝えていた
という。
東西方向を長軸としている。現状で
は東西長軸 5,5m、 南北 2.3m、 厚
さ約 lmの扁平な長方形をしており、
上面は岩肌を利用した平端面に楕円形
と円形のくばみを直線溝で樹形図のよ

うに結んでいる。主軸こ沿つて10cm、
深さ3cmの 断面U字形の溝を通し、
石の東端に起点には南北両側面には近
世の石割工具である「 矢」の痕跡を残
している。『西国三十三名所図会』に描
かれて酒船石の絵には、すでに矢の痕

跡が見られ、 18世紀にすでに南山この各所で高取城の石垣用材として石の採取が進ん
でいたことがうかがえる。

★薇鳥京傷すがきょ引
奈良盆地東
南部の飛鳥の

地には、6世
紀末から7世
紀末までおよ

そ100鋼電
数代の天皇の

…政治・文化の

中心地となつ

た。
つまり推古
天皇の豊浦宮
(こゆらのみや)・ r」、

墾田宮 総はりだの

みり、舒明天皇

…

・

田中宮・厩坂
宮 (獄枷鵬、

1悧語

飛鳥川原宮

豊  浦  宮

小盤田鼻 計

]ず      一

飛鳥を中,し にヽした大和に難波宮をつけ加えた。

《飛鳥諸京の変遷表》

《酒船石》



皇極天皇の飛鳥板蓋富続すれ籠ぶき鋳骨、斉明天皇の飛鳥lll原宮機すかかわらのみ騨・後飛鳥圏本宮総
ものあすか繍もこのみ切、天武天皇の飛鳥浄御原富紡すかきよみおのみ鸞である。
これらの宮の位置 。遺跡はまだ正確に1ま判明してしヽないが、多く|ま明E3香村岡から橿
原市田中町へかけての飛鳥川に沿う狭小な地域にあつたと推定されている。ふつうこの
諸宮のあつた地域を―抵して飛鳥京と呼ぶが、『 日本書紀』などによると、当時は単に
京または京師こ称した。
難波京や近江京に対t/て倭京 枠きまうとしヽうこと1よあつても、飛鳥京という名称!よ用い
られなかつたようである。すなわち、しヽわゆる律令制下における部城の京こは異なり、
大王こ諸臣この人格的隷薦関係を基礎とし、大韮宮の周遊|こ宮・宅 。市 お寺などが散在
する景観を示していたと考えられる。
飛鳥に長く京ガ置かれたのは、ふつう以下のような理由があげられる。
①当時の有力氏族である蘇我・町盤 。巨勢にじ・大伴の諸氏や朝鮮系有力民族の東漢

"まこのあ尋氏などの地盤や居住地に隣接 t/、 諸勢力の釣り合いのこれる地であるここ.
②大和三由その他の丘陵や飛鳥サ||など:こ囲まれ、軍事釣に防衛t/やすしヽ土地であること。
③南北に走る上ツ道・中ツ道・下ツ道の三道:こ連絡t/やすもヽ地であるだ|すでなく、盆地
を東西に走り、東国や難波へ通じる横大路や、南の吉野チ||にも遠くなしヽ交通上の要衝
であるここ。

★伝薇鳥蔽蓋奮跡にたあす倉い菫ぶきのみやあ器
飛鳥板蓋富1よ皇極天皇の皇居である。

『日本書紀』によれば、皇極天皇は同
天皇2年 総404月、豊浦 にゆうの小墾
田宮怖はり駒綽)から飛鳥板結の新宙に移
つた。大化改新の序曲こt/て知られる
蘇我入鹿誅殺事件の舞台となつた宮で
ある。また、孝徳天皇の死後、斉明天
皇元年 纏69二月重薄し、飛鳥板菫富で
躍位t/た。この冬、火災にあい焼失、
そのため飛鳥111原宮に遷宮した。
飛鳥板蓋宮の所在につもヽて|よ飛鳥サ||
東岸、大字簡の平地部で見つかつた宙
殿遺構 (伝飛鳥板蓋宮跡)をあてるの
ガ通説だが、この遺構|よ 2期以上の重
層遺構であり、単純に断定できない。
これまでこの遣精が飛鳥板蓋宮こされ
てきたの1ま、飛鳥|:|を西に越えたここ

《伝飛鳥板蓋雪跡》

ろに飛鳥板蓋神社があることからなどによるが、少なくとも上層の奮殿逮構1ま時代的に
合致せず、『紀』の記述こ異なつて焼亡した跡がない。
上層の遣構はその年代から見ると、飛鳥浄御原宮 (あす腱諦はらのみや、672年造営)か嶋
宮 (671年頃から8世紀まで存続)にほぼ一致している。また、下層の宮殿遺構と時
代的に重なるのは後飛鳥圏本宮 (のちのあす力譴もこのみや、662年～672年 )か飛轟板菫宮で
ある。これらの宮殿のうち鵜宮は島の度にあつたと思われるので、後飛鳥岡本富な飛鳥
板蓋宮が下層遺精で、飛鳥浄御象宮が上層遺構こ考えるのガ妥当のようである。しかし、
岡本宮は明日香村奥由から小由付近に比定する説があり、また、飛篤浄御原宮:ま大字飛
鳥の画北に比定する説があつて最終的な決着がつしヽていなしヽ。なお、下層遺構の下には
6世紀代の竪穴住居群が見つかつている。
現在この遺構は国の史跡として整備されているが、復元してあるのはじプリカで、本
物1ま地表下に埋め戻されてしヽる。
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★薇鳥寺傷すがで動
蘇我氏ガ創建した日本最古の寺院。
法興寺 。大法興寺・元興寺ともいう。
山号は鳥形山 にり旋さ紛、現在、法灯を
受け継ぐのは 1院のみ (堂 1、 2宇 )
で安居院 傷んごth)という。真言宗豊山
派に属し、本尊は釈迦安□来、通称「飛
鳥大仏」と称される。この他十二神将
(平安時代)。 不動明王 (室町時代)な
ごがあり、本堂と庫裏の間に

「
飛鳥寺」

の刻印のある六角灯籠 (室町時代)ガ
ある。

飛鳥寺の開創は崇峻天皇元年 (587)
で、開基は蘇我馬子である。『 日本書
紀』によるこ、この年、百済より寺工・

露盤博士・瓦博士が渡来したことを記
した後に、仏舎利が朝廷に献上された
ので馬子ガ「飛鳥衣縫造 化撻tりみ

"Э
の

《安居院 (飛鳥寺)本堂》

祖、樹葉 Cの関の家を壊 に紛ち始めて法興寺を作る。此の地を飛鳥の真神原 ほか関はりこ名
はつく。亦は飛鳥の苫田 におこ名」づけたという。最終的にこの法興寺の伽藍が完成し
たのは推古天皇4年 (596)で 、約 10年を要している。また完成にあたつて、大臣 (馬子)
の男、善徳を寺司に拝し、慧慈 。慧聰が住したとある。

★飛鳥六仏傷すだt¶動
重要文化財。現在は安居院 (机ユヽ紛本尊、も
と飛鳥寺本尊で、正式には安居院釈迦如来座
像という。銅造、像高275cm、 丈六座像
で、方形の石造須弥壇上に安置される。
目こ額の部分、右手指三本ほどに当初の部
分を残すのみで、その他は建久 7年 (1196)の
雷火で破砕したのを造り直したものである。
わずかな残存部分に推古天皇31年 (620鞍作
止利 (止利仏師)が造つた法隆寺金堂釈迦如
来像この類似が指摘されている。
飛鳥寺本尊造立について『日本書紀』では、
推古天皇 13年 鯰0励 に天皇が発願し、鞍作止
利に命じて銅繍丈六像各―躯を造らせ、これ
が翌年に完成、元興寺金堂に安置したといい、

『元興寺縁起』に31く「丈六光銘」ではその
完成を推古天皇 17(600年とする。後者は光
背銘に基づき、『日本書紀』に記す完成年時は

《飛鳥大仏》

「丈六光銘」記事による誤解によると見て、鞍作止利による推古天皇 17年の完成とす
るのが従来の学説である。しかし、近年飛鳥寺発掘調査により、塔を中心に中・東・西
の三金堂ガあつたことがわかり、現本尊ガもとから中金堂にあつたこ信じられることか
ら、これに異説が出ている。
すなわち『日本書紀』『元興寺縁起』中の「塔露盤銘」には推古天皇 4年 (596)に造寺
が終わつたこあり、後者にみえる銅繍二躯丈六はやや遅れて建立の東西金堂にそれぞれ
安置され、いま失われたこ考えるものである。
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★蘇我入鹿の首塚
(そがのいるがのくびつが)
飛鳥寺安居院 傷だllh)の西方、小字五輪
に、「 五輪塚」あるいは「首塚」と称する
十盛があり、その上に五輸塔ガ立つている。

『飛鳥古跡者』には「蘇我入鹿大臣石塔」
として「村ヨリー町未申ノ方田中に五輪塔

少し残れり、里人もさこそ申侍る」とある。

伝承では、蘇我入鹿の首をここに埋めたと

いう。しかし、土盛はともかく五輪塔はま
つたく時代が合わない。また、飛鳥寺に閑

居した恵慈・恵聡の墓ともいう。五輸塔は

花商岩製である。水輪は上下逆になつてい

るが、様式上から南北朝期に造立されたも
のとみられる。

★飛鳥座神社
(あすがにtiますじたじや)

《蘇我入鹿の首塚》

飛鳥寺の北東、樹木におおわれた小丘上に鎮座する。創祀年代は明らかでないが、大

己貴命 鯵おなむちのにりの女、賀夜奈留美命 ωやなるみのにひを飛鳥の神奈備に奉祀したことに始

まるという。

淳和天皇の天長 6年 (829)3月 10日、神託により高市郡甘南備山から現在地の鳥形山
へ遷座した (『日本紀 Pr6』)。 この甘南備山については雷丘説・甘樫丘説・ミハ山説があ

つて一定しない。
その後、貞観 8年 (359)9月 には使いを遣わして風雨祈願があり (『三代実録』)、 貞観
16年 (874)6月 28日の太政官符は、当社に大社としてその封戸をもつて天太玉・櫛玉
・臼滝・賀屋鳴比女など小社を修理することを命じている (『類衆三代格』)。 また、延

喜の制では4座とも大社として相嘗・月次 。名神・祈雨等の祭に幣畠を受け、祈年祭に
は一般班幣のほか馬 1疋を加えられている。
この神社の当初の祭神ガ賀夜奈留美命一座であつたこと|よ「 出雲国造神賀詞」にある

「賀夜奈留美命の御魂を飛鳥の神なびに座 ほ)せて、皇孫 けめみ詢の命を近き守神こ貢 使てま

功り置さ…」によつて明らかだが、『日本書紀』朱鳥元年 (686)7月 5日の条に「 幣を紀
伊に居す国懸神・飛鳥の四社・住吉大社に奉りたまふJとあり、天武天皇の飛鳥浄御原
宮の守護神として四柱の神ガ奉祀されていたことがわかる。
当社の座数は『延喜式』にはじめて「飛鳥座神社四座協神大。月畑書新営」と明記されるが、
当時の 4座ガどの神であつたのかは諸説があつて定かではない。その後、4座の神マは
時代を経て変転とする。現在では、事代主神・高皇産霊命 にかみむすひのみこと)。 飛鳥三日比売
命 傷すかみかひ助・大物主神を祀つている。
この神社では毎年 2月の第 1日曜日に五穀豊穣・子孫繁栄を祈る神事として「御田祭怖
んだまつり)」 が行われる。これは民俗学的にもめずらし性的な神事として名高く、昼ごろか

ら農耕の所作を演じた後、天狗とお多福ガ夫婦和合のさまを行う。この神事に遣われた

神を持ち帰ると子宝に恵まれるという。境内にも多数の陰陽石ガ祀られている。
厳密にいえば、当社には氏子がいないが、神職は飛鳥家が世襲している。宮座として

あるのは摂社八幡神社で、大字飛鳥に東講・西講、大字東山に上講 0下講があり、なお、
石段の堀□の丼戸は飛鳥丼と呼ばれ、催馬楽 にしぼ〕「 飛鳥丼にやごりはすべし。おけ、
かげもよし、みもひもうまし (さむし)みまさくさもよし」と歌われた丼戸といわれて
しヽる。
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★飛鳥水落遺跡怖すがみずおちt噌勧
7世紀代の石敷き遺構検出された明日
香村教育委員会建物の南側にある。昭和
47年 (1972)10月から翌年 1月にかけ
て、奈良国立文化財研究所と奈良県教育
委員会こガ共同調査を行い、石組の溝 1、
礎石堀方列 1、 掘立柱列等を検出した。
石組溝1ま径60cm～ 80cmの 自然
石を組み上げて正方形にめぐらせた大規
模な堀状の遺構である。溝の幅は底では
約 1,8m、 上部は約5,4mを計測。東
西および南北間の心々距離は約24mで
ある。
方形部内の西方に、溝に沿つた南北の
堀方5間を検出。北端の柱間は約2,4m、
ほかはいずれも約2,8m。 石組溝の南外
側に沿つて掘立柱穴 1列を検出。柱間は
約2.8m。 この柱穴列の南側、約5.6
mの地に掘立柱穴 1ガ検出された。
これらにより大石

を貼りつめた方形基

壇と総柱の楼状建物
が復原できる。楼状
建物は地下に据えた
礎石上に建ち、礎石
は地中梁工法と呼ば

れる特殊な工法で固
定されている。基壇
中央には黒漆塗りの

本箱ガ設置され、そ
こから派生する木樋
暗渠 帖くひあんきよ)や桝・

銅管などの導排水設
備ガ埋設されている。
他に例のない特殊
な基盤構造や施設を

備えた建物であり、
『日本書紀』斉明6
年 (660)条にみえる、

《飛鳥水落遺跡復元基壇と柱》

《飛鳥水落遺跡復元模式図》

中大兄皇子が初めて造営した漏刻 (ろうこく、古代の水時計 )」 跡と推定されている。国史
跡に指定され、現在方形基壇こ柱ガ復元されている。

★甘樫丘 傷まなしのお榊
味橋・甘梼・味白棲・味橿 0甘橿などとも表記する。古代においては、現明日 香村豊
浦の北東から南西に連なる丘陵一帯の総称と思われるが、いまでは北東に位置する最も
高い標高 148mの 丘を甘樫丘としている。アマカシはアマガセ・マガセつまり曲瀬の
転訛で、飛鳥川の湾曲した瀬に起因した丘名と考えられている。

『古事記』の允恭天皇の段に「 是に天皇、天の下の氏氏名名の人等の氏姓の杵ひ過てる
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を愁ひたまひて、味白機の言八十禍日の前に
玖詞食を居ゑて、天の下の八十友緒の氏姓を
定め給ひき」とみえ、『日本書紀』允恭天皇
4年の条には「則ち味橿丘の辞禍戸押に探湯
金を座ゑ」とある。なお、「弘仁私記」序に
は、これに使用した釜が高市郡に残つていた
という (『釈日本紀』)。 また、『日本書紀』皇
極天皇 3年 11月の条に、蘇我蝦夷・入鹿ガ
家を並び建て、城柵・兵庫を作つて防備した
という甘梼岡も同地である。同じく斉明天皇
5年 3月の条に「甘橿丘の東の川上に須弥山

‐ニ

を造り」、陸奥と越の蝦夷を饗応したこの記事
二~盤翼・ =J

がある。
一方、現甘樫丘を「飛鳥の神名火の丘」とす
る説 (『明日香村史』)も有力のようである。真

《甘樫丘遠景》

神原 (飛鳥寺)あたりから見るとちようご三輸山のような円錐形の山に見え、この丘の
西には甘樫座神社ガ鎮座する。『延喜式』神名帳には「甘樫座神社四座」とみえ、同書
四時祭上には山□神の一つとある。また、『三代実録』貞観元年 (879)正月の条に、従五
位下から従五位上に神階が昇叙した記事がみえる。

★六嗣三出伸まとさんざた)
奈良盆地南部に鼎立する小山。3角形の頂点に立つ畝傍山・耳成山 。天香久山の3山
で、「三ツ山」または「和州三山」ともいう。
畝傍山は標高199. 2m.三 山中の最高峰で西南に位置し、花間岩中に黒雲母安山
岩の噴出したものである。耳成山は標高 139.7m。 北に位置し、含ザクロ石安山岩
からなつている。
この 2山はこもにトロイデ火山形 (富士山型)を示しているが、生成当時の原形では
なく、元は二上山 (474.2m)と 同じくらいの高さであつたが、浸食を受けて盆地
の陥落こともに沈下し、その山体は堆積土に埋められ、わずかにさその頭部を現してい
るのにすぎない。
天香久山は標高 152mで 、東南に位置する。これは火山ではなく、竜門山地の末端
部に属し、花嵐岩のほかハンレイ岩などの堅岩からなるため浸食に耐えて残つたもので
ある。他比べると山県ガ緩やかで、「へJの字形をしている。
大和三山を歌つた歌に次のようなものガある。

大和には 群山あれご とりよろふ 天香具山 登り立ち 国見をすれば 国原は 煙
立ち立つ 海原は かまめ立ち立つ うまし国ぞ あさづ島 大和の国は

舒明天皇 (『万葉集』巻 1/2)

香具山は 畝傍ををしこ 耳梨こ 相争ひき 神代より かくにあるらし 古 (いにしNも
然 (しかにあれこそ うつせみも 妻を 争ふらしき

中大見皇子 (『万葉集』巻1/13)

春過ぎて 夏来るらし 白たへの 衣干したり 天香具山
持統太上天皇 (『万葉集』巻1/28)

やすみしし わご大君 高照らす 日の皇子 00 あらたへの 藤丼ガ原 大御門 始
めたまひて 埴安 は0の 堤の上に あり立たし 見したまへば 大和の 青香具山は
日の経 使0の 大き御門に 春山と しみさび立てり 畝傍の この瑞山靱ずや静は 日
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働緯 は騨鈴 大き御間に 瑞曲こ LIjさびいます 再製の 青奮曲は 背面 経こ掛の 大
き得F電に 宣 は動しなへ 神さび立てり 名ぐはじき 吉野の曲は 影面の 大き御円
ゆ 雲居にそ 逮くありける 高知るや 天の鶴脚 融騨 天知るや 日の徹陰 水こそ
ば 常にあらめ 御丼砂溝水 藤原宮の御丼の歌 (『万葉集』巻 1/52)

丸
畿
魃

祗蝙簿鳳 蟻文鰺 蠅褥鐵燒眈颯饉祓籍膠炒睫
《畢 圏懸 議・ 最 蘊鑢 爽・ 菫 鰯 麟 慧 》

資料作成の主な担当部分は以下∽とおり
簡丼氏 。欄沢氏 。豊臣秀長・那山城等に関す磯ここ→坂本
片桐氏 。慈光院 。額安寺等1こ閲すること
飛鳥に関すること

欄圏
禰圏
2園目

→三好
→平翻
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